
第
７
回

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

　
標
高
４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
山
腹

に
あ
る
「
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街

道
」
は
、
総
延
長
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
な
り
、
約
２
万
株
の
色
鮮
や

か
な
花
が
咲
き
ま
す
。

　
お
客
様
用
の
駐
車
場
や
多
目
的

ト
イ
レ
も
完
備
し
ま
し
た
の
で
、

花
見
や
山
の
景
色
な
ど
を
ゆ
っ
く

り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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平成２３年度高知県消防大会　ー４月２７日ー

なごみの山里日ノ浦からのお知らせ

6月18日（土）・19日（日）に
「第7回日ノ浦あじさいまつり」
を開催します！

お 名 前

生年月日

性 別

両 親

住 所

メッセージ

吉村 陽和

平成22年6月1日

女

吉村 拓人・悠

越知町小舟

おたんじょう日おめでとう！
これからも元気にすくすく
大きくなってね（パパ・ママより）

よしむら 　ひよ り

今
年
も
待
ち
ゆ
う
ぜ
よ
！
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街
道

期
間
： 

６
月
18
日
（
土
）

　
　
　 

19
日
（
日
）

時
間
： 

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

会
場
： 

日
ノ
浦
公
民
館

　
私
た
ち
が
「
花
見
に
訪
れ
る

方
々
と
の
交
流
」
を
楽
し
み
に
始

め
た
「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
も
７ 

回
目
に
な
り
ま
す
。

　
18
日
は
、
双
子
か
ら
日
ノ
浦
ま

で
天
空
の
あ
じ
さ
い
街
道
１
・
２ 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て
散
策
す

る
「
あ
じ
さ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
を
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
午
前

11
時
ま
で
に
双
子
の
駐
車
場
へ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。
20
台
ま
で
駐

車
可
能
で
す
。

　
両
日
と
も
、
杵
つ
き
餅
の
実
演

販
売
を
は
じ
め
、
田
舎
寿
司
、
農

産
物
、
地
元
の
木
工
の
達
人
が
丹

精
こ
め
て
作
っ
た
珍
し
い
作
品
の

販
売
の
ほ
か
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
の
余
興
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
６
月
13
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間

は
、
公
民
館
に
案
内
人
が
常
駐
し

売
店
が
あ
り
ま
す
。
隣
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
は
特
設
テ
ン
ト
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
雨
天
や
団
体
で

の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。

ア
ク
セ
ス

　
県
道
18
号
鎌
井
田
大
橋
の
東
詰

め
か
ら
、
案
内
標
識
に
従
っ
て
お

進
み
く
だ
さ
い
。
大
型
バ
ス
は
通

行
で
き
ま
せ
ん
。
鎌
井
田
か
ら
は

道
幅
が
狭
い
で
す
の
で
、
「
譲
り

合
い
」
な
が
ら
お
越
し
く
だ
さ

い
。◆

お
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
じ
さ
い
会
長
武
智
五
郎

　
０
９
０・８
９
７
０・６
８
５
２

６
月
上
旬
〜
７
月
上
旬
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ま・ち・の・話・題

　４
月
27
日
、
高
知
県
民
体
育
館

に
お
い
て
、
高
知
県
内
の
消
防
関

係
者
が
一
堂
に
会
し
、
平
成
23
年

度
高
知
県
消
防
大
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
越
知
町
か
ら
も
西
森
歳

勝
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
消
防
団

幹
部
が
出
席
し
ま
し
た
。

　こ
の
大
会
で
は
、
消
防
活
動
に

功
績
が
あ
っ
た
方
々
に
、
消
防
庁

長
官
な
ど
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
た
ほ
か
、
内
助
の
功
を
尽
く
さ

れ
た
団
員
の
奥
様
方
に
、
尾
﨑
知

事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。　ま

た
、
消
防
団
員
に
よ
る
意
見

発
表
も
行
わ
れ
、
越
知
分
団
の
岡

田
ひ
と
み
さ
ん
が
「
中
央
特
別
研

修
に
参
加
し
て
」
と
題
し
て
、
昨

年
、
東
京
で
全
国
の
女
性
消
防
団

員
た
ち
と
学
ん
だ
研
修
内
容
や
今

後
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る
抱
負

を
堂
々
と
発
表
し
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

消
防
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
23
年
度
高
知
県
消
防
大
会（
4
月
27
日
） 

　４
月
５
日
に
、
浅
尾
地
区
の
畑

で
火
災
が
発
生
し
た
際
に
、
浅
尾

地
区
住
民
や
岡
林
農
園
の
従
業
員

ら
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
、
見
事

な
連
携
で
大
火
に
な
る
直
前
に
消

し
止
め
ま
し
た
。

　こ
の
功
績
に
対

し
て
、
５
月
10

日
、
浅
尾
自
主
防

災
組
織
（
岡
林
健

一
隊
長
）
と
岡
林

農
園
（
岡
林
富
士

男
代
表
）
に
高
吾

北
消
防
本
部
消
防

長
か
ら
、
感
謝
状

と
記
念
品
（
消
火

器
）
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　感
謝
状
を
受
け

た
両
名
は
、
「
自

主
防
災
組
織
を
結

成
し
て
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、

防
災
意
識
も
高
ま

っ
て
い
た
し
、
地

域
の
結
束
力
で
火

を
消
す
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
も
訓
練
を
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
、
今
後
に
お
け
る

地
域
防
災
力
の
向
上
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
火
災
を
鎮
火

　高
吾
北
消
防
本
部
か
ら
感
謝
状

　５
月
11
日
か
ら
10
日
間
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　本
町
で
も
、
期
間
前
に
は
交
通

安
全
協
会
越
知
分
会
の
皆
さ
ん

が
、
国
道
沿
い
に
桃
太
郎
旗
を
設

置
し
、
交
通
安
全
に
対
す
る
注
意

喚
起
を
図
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
５
月
12
日
に
は
、
仁
淀

川
町
引
地
に
て
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
、
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た

　最
後
に
、
期
間
中
、
交
通
安
全

運
動
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

無
事
故
を
願
っ
て
！

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　４
月
17
日
に
、
片
岡
地
区
の
住

民
に
よ
る
防
災
学
習
会
と
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
休
日
の
朝
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
区
ぐ
る
み
の
呼
び
か

け
な
ど
に
よ
り
、
約
30
人
の
参
加

者
が
集
い
ま
し
た
。

　学
習
会
で
南
海
地
震
に
つ
い
て

学
ん
だ
後
、
高
吾
北
消
防
署
員
の

指
導
の
も
と
、
水
消
火
器
に
よ
る

消
火
訓
練
と
応
急
手
当
法
の
講
習

を
行
い
、
参
加
者
全
員
が
熱
心
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
、

ど
う
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

備
え
は
日
ご
ろ
か
ら
！

『
片
岡
自
主
防
災
組
織
』

　新しい国際交流員として越知町へまいりました金智
愛（キ厶・ジエ）と申します。生まれも育ちもソウルで
す。だから自然が豊かな越知町へ来て驚いた半面、とて
も嬉しいです。４月15日から越知町教育委員会の生涯
学習課に着任し、国際交流の仕事や韓国語の講座など
を担当することになりました。
　私の名前のことですが、韓国語では「ジエ」と発音し
ますが、日本人の名前と似ていますし覚えやすいですの
で職場では「チエちゃん」と呼ばれています。皆さんも
気軽に「チエちゃん」と声をかけてください。
　以前、旅行で何回か日本へ来たことがありますが、四

国、そして、高知は初めてですし、このように長く滞在したことがありませんので、これから越知
の生活をどきどきしながら楽しみにしています。越知町に来る前から高知県の紫外線がすごいと
お聞きしていたので心構えをしていましたが、日増しに激しくなる高知の紫外線に驚いています。
　そして、高知の皆さんは紫外線が強いほど太陽（サン・SUN）のことが大好きなんだな～と思
いました。それは、サンプラザ、サンシャイン、サニーマート、サニーアクシスのようにスーパー
の名前にサン（SUN）が入っていますし放送局もさんさんテレビ、コンビニもサンクスでしょう！
それが本当に面白かったです。
　だから高知の人はみんな太陽のように前向きで明るいかもしれないと、自分なりに考えていま
す。このように温かくて優しい越知の方々と一緒に生活することになって、越知へ来てよかったと
思っています。越知町の皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。（チャルプタカムニダ～！）

　6月から韓国語教室を再開します。お申し込み・お問い合わせは教育委員会
（金：TEL２６－３４００）までお願いします。皆さんの参加をお待ちしています。
★スーパー初級 ６月８日から毎週水曜日、午後７時～午後８時
★初級 ６月２日から毎週木曜日、午後４時～午後５時
★中級① ６月７日から毎週火曜日、午後７時～午後８時30分
★中級② ６月３日から毎週金曜日、午前10時～午前11時30分

越
知
町
の
皆
さ
ん
、
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

越
知
町
の
皆
さ
ん
、
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

誠におめでとうございました。皆様方のますますのご活躍をお祈りします。

★
消
防
庁
長
官
表
彰

　藤
原
三
夫
さ
ん
（
副
団
長
）

　※
写
真
左
が
同
氏

★
消
防
団
員
意
見
発
表

　岡
田
ひ
と
み
さ
ん
（
越
知
分
団
）

★
内
助
功
労
者
感
謝
状

　箭
野
千
津
恵
さ
ん
（
今
成
）

　
　
　夫
・
箭
野
宏
明
さ
ん

ま・ち・の・話・題

韓国語
教室の
ご案内

キ ム
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を担当することになりました。
　私の名前のことですが、韓国語では「ジエ」と発音し
ますが、日本人の名前と似ていますし覚えやすいですの
で職場では「チエちゃん」と呼ばれています。皆さんも
気軽に「チエちゃん」と声をかけてください。
　以前、旅行で何回か日本へ来たことがありますが、四

国、そして、高知は初めてですし、このように長く滞在したことがありませんので、これから越知
の生活をどきどきしながら楽しみにしています。越知町に来る前から高知県の紫外線がすごいと
お聞きしていたので心構えをしていましたが、日増しに激しくなる高知の紫外線に驚いています。
　そして、高知の皆さんは紫外線が強いほど太陽（サン・SUN）のことが大好きなんだな～と思
いました。それは、サンプラザ、サンシャイン、サニーマート、サニーアクシスのようにスーパー
の名前にサン（SUN）が入っていますし放送局もさんさんテレビ、コンビニもサンクスでしょう！
それが本当に面白かったです。
　だから高知の人はみんな太陽のように前向きで明るいかもしれないと、自分なりに考えていま
す。このように温かくて優しい越知の方々と一緒に生活することになって、越知へ来てよかったと
思っています。越知町の皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。（チャルプタカムニダ～！）

　6月から韓国語教室を再開します。お申し込み・お問い合わせは教育委員会
（金：TEL２６－３４００）までお願いします。皆さんの参加をお待ちしています。
★スーパー初級 ６月８日から毎週水曜日、午後７時～午後８時
★初級 ６月２日から毎週木曜日、午後４時～午後５時
★中級① ６月７日から毎週火曜日、午後７時～午後８時30分
★中級② ６月３日から毎週金曜日、午前10時～午前11時30分

越
知
町
の
皆
さ
ん
、
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

越
知
町
の
皆
さ
ん
、
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

誠におめでとうございました。皆様方のますますのご活躍をお祈りします。

★
消
防
庁
長
官
表
彰

　藤
原
三
夫
さ
ん
（
副
団
長
）

　※
写
真
左
が
同
氏

★
消
防
団
員
意
見
発
表

　岡
田
ひ
と
み
さ
ん
（
越
知
分
団
）

★
内
助
功
労
者
感
謝
状

　箭
野
千
津
恵
さ
ん
（
今
成
）

　
　
　夫
・
箭
野
宏
明
さ
ん

ま・ち・の・話・題

韓国語
教室の
ご案内

キ ム
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ま・ち・の・話・題

　４
月
17
日
（
日
）
、
料
亭
「
三

秀
」
で
行
わ
れ
た
お
ち
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
総
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
事
業
で
も
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
式
は
、
平
成
22
年

度
に
越
知
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
に
顕

著
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体

に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　表
彰
式
の
最
後
に
は
、
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
た
藤
原
千
波
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
秀
賞

（
越
知
町
空
手
道
連
盟
）

　
　麻
田

　千
明 

（
佐
川
町
）

（
越
知
中
学
校
柔
道
部
）

　
　鈴
木

　勢
那

　
　伊
藤

　光
里

（
越
知
町
少
年
柔
道
部
）

　
　藤
原

　千
波 

（
越
知
小
）

（
越
知
町
少
年
柔
道
部
女
子
高
学
年
団
体
）

　
　藤
原

　千
波 

（
越
知
小
）

　
　山
中

　千
種 

（
越
知
小
）

　
　江
入

　明
梨 

（
佐
川
小
）

（
水
泳
）

　
　西
森

　文
香 

（
越
知
中
）

　
　戸
田

　千
聖 

（
高
知
中
）

　
　戸
田

　隼
人
（
高
知
工
業
高
）

（
小
学
生
野
球
）

　
　越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

（
ス
キ
ー
）

　
　山
本

　佳
史 

（
越
知
町
）

敢
闘
賞

（
越
知
町
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

　
　政
岡

　裕
貴 

（
黒
岩
中
）

　
　福
永

　愛
唯 

（
佐
川
小
）

（
越
知
中
学
校
柔
道
部
）

　

　
　笹
岡

　愛
香

　

（
水
泳
）

　
　西
森

　千
紗 

（
越
知
小
）

　
　西
森

　万
玲 
（
越
知
小
）

（
小
学
生
バ
レ
ー
）

　
　越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

（
中
学
生
バ
レ
ー
）

　
　越
知
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
表
彰
式
」

◆
第
９
回
（
社
）
日
本
空
手
協
会

　高
知
県
空
手
道
選
手
権
大
会

平
成
23
年
４
月
３
日
（
日
）

越
知
町
民
総
合
運
動
場
武
道
館

成

　績

●
中
学
生
男
女
個
人
組
手
の
部

　２
位

　政
岡 

裕
貴
（
黒
岩
中
）

●
小
学
生
低
学
年
男
女
個
人
形
の
部

　優
勝

　福
永 

愛
唯
（
佐
川
小
）

●
中
学
生
男
女
個
人
形
の
部

　２
位

　政
岡 

裕
貴
（
黒
岩
中
）

●
中
高
一
般
団
体
形
の
部

　３
位

　政
岡 

裕
貴
･
片
岡 

凌
也

麻
田 

千
明

◆
第
20
回
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会

平
成
23
年
４
月
29
日
（
金
）

い
の
町
高
知
県
青
少
年
体
育
館

成

　績

●
小
学
２
年
女
子
個
人
組
手
の
部

　３
位

　立
仙 

沙
季
（
越
知
小
）

●
小
学
３
年
女
子
個
人
組
手
の
部

　３
位

　福
永 

愛
唯
（
佐
川
小
）

●
中
学
３
年
男
子
個
人
組
手
の
部

　３
位

　政
岡 

裕
貴
（
黒
岩
中
）

●
小
学
３
年
女
子
個
人
形
の
部

　３
位

　福
永 

愛
唯
（
佐
川
小
）

●
小
学
中
学
年
団
体
形
の
部

　３
位

　山
﨑 

諒
久
･
山
﨑 

累
幾

福
永 

愛
唯 

◆
第
29
回
高
知
県
少
年
空
手
道
錬

成
大
会

　兼
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権

大
会
選
考
会

　兼
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
大
会
選
考
会

平
成
23
年
５
月
８
日
（
日
）

中
芸
広
域
体
育
館

　

結
い
の
丘
ド
ー
ム

成

　績

●
小
学
２
年
個
人
組
手
の
部

　優
良
賞
（
２
位
）

　立
仙 

沙
季
（
越
知
小
）

●
小
学
４
年
個
人
形
の
部

　敢
闘
賞
（
３
位
）

　

　山
﨑 

累
幾
（
越
知
小
）

●
小
学
中
学
年
団
体
形
の
部

３
位
決
定
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ

て
入
賞
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　各
種
目
の
１
位
と
２
位
は
、
高

知
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
立
仙
沙
季

選
手
は
東
京
武
道
館
で
８
月
６

日
・
７
日
に
行
わ
れ
る
第
11
回
全

日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
山
﨑
累
幾
選
手
は
、
準
決
勝
で

惜
し
く
も
敗
れ
て
３
位
と
な
り
、

全
国
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ま・ち・の・話・題

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
空
手
道
連
盟

各
種
大
会
成
績
結
果

６月の試合日程（高知県内開催分）
試合日 

1 7 ( 金 )

1 8 ( 土 )

2 6 ( 日 )

対　戦 

香 川

徳 島

香 川

開始時間 

1 4 : 0 0

1 3 : 0 0

1 4 : 0 0

球　場 

高 知 球 場

四万十スタジアム

高 知 球 場

　５
月
３
日
に
、
低
学
年
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　開
会
式
後
の
１
試
合
目
は
、
嶺

北
ジ
ュ
ニ
ア
に
15
対
０
で
勝
ち
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が

抑
え
、
打
た
れ
て
も
野
手
が
カ
バ

ー
し
て
、
ミ
ス
の
少
な
い
プ
レ
ー

で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　５
月
４
日
は
、
窪
津
・
三
崎
連

合
と
対
戦
し
、
11
対
５
で
勝
ち
ま

し
た
。
最
初
は
、
打
た
れ
た
け

ど
、
相
手
の
エ
ラ
ー
も
あ
り
、
逆

転
し
て
勝
ち
ま
し
た
。
５
月
７
日

は
、
朝
倉
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
８
対
０

で
負
け
ま
し
た
。
緊
張
し
て
い
た

の
か
、
た
く
さ
ん
点
を
取
ら
れ
て

悔
し
か
っ
た
で
す
。

　３
回
戦
で
負
け
て
し
ま
い
悔
し

い
思
い
も
し
た
け
ど
、
み
ん
な
が

日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
低

学
年
大
会
初
め
て
の
ベ
ス
ト
８
に

入
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
み

ん
な
の
自
信
に
も
な
っ
た
と
思
う

の
で
、
次
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
練
習
を
頑

張
っ
て
、
僕
た
ち
の
本
番
の
ス
ク

ス
イ
大
会
で
は
、
優
勝
を
狙
い
た

い
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

少
年
野
球―

大
会
報
告―

　５
月
７
日
（
土
）
、
今
年
も
虹

色
の
里
横
畠
主
催
の
茶
摘
み
・
山

菜
採
り
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　前
日
か
ら
の
雨
が
上
が
り
き
ら

ず
に
茶
摘
み
が
で
き
る
か
心
配
を

し
ま
し
た
が
、
午
前
９
時
の
開
会

後
に
32
人
の
参
加
者
を
薬
師
堂
の

大
山
祇
神
社
（
お
お
や
ま
つ
み
じ

ん
じ
ゃ
）
へ
案
内
す
る
な
ど
史
跡

散
策
を
行
い
、
そ
の
間
に
ス
タ
ッ

フ
が
茶
畑
の
露
払
い
を
す
ま
せ
、

１
時
間
ほ
ど
の
時
間
変
更
と
な
っ

た
も
の
の
無
事
に
茶
摘
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　初
め
て
茶
摘
み
を
体
験
す
る
参

加
者
の
方
も
、
す
ぐ
に
茶
葉
の
摘

み
方
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、
お

昼
ま
で
に
比
較
的
た
く
さ
ん
の
茶

葉
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　タ
ケ
ノ
コ
や
ぜ
ん
ま
い
な
ど
の

山
菜
に
ア
メ
ゴ
の
南
蛮
漬
、
そ
う

め
ん
な
ど
の
山
里
料
理
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
昼
食
後
か
ら
は
、

茶
葉
の
選
別
や
釜
煎
り
、
手
も
み

の
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
釜

煎
り
や
手
も
み
に
は
、
皆
さ
ん
苦

戦
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
楽

し
い
雰
囲
気
の
中
で
作
業
が
進
み

ま
し
た
。

　曇
り
空
の
た
め
、
茶
葉
の
乾
燥

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
時

間
ほ
ど
の
ワ
ラ
ビ
採
り
も
行
い
、

夏
の
近
づ
き
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　「
こ
こ
ち
よ
い
疲
れ
が
気
持
ち

が
い
い
」
「
お
茶
の
香
り
が
う
れ

し
い
」
な
ど
、
参
加
者
た
ち
の
喜

び
の
声
が
横
畠
に
響
き
、
初
夏
の

山
里
を
満
喫
し
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

初
夏
の
山
里
を
満
喫
し
ま
し
た
！

©S.M.E

越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
低
学
年
チ
ー
ム
代
表

虹
色
の
里
横
畠 

「
茶
摘
み･

山
菜
採
り
体
験
ツ
ア
ー
」
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　４
月
17
日
（
日
）
、
料
亭
「
三

秀
」
で
行
わ
れ
た
お
ち
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
総
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
事
業
で
も
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
式
は
、
平
成
22
年

度
に
越
知
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
に
顕

著
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体

に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　表
彰
式
の
最
後
に
は
、
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
た
藤
原
千
波
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
秀
賞

（
越
知
町
空
手
道
連
盟
）

　
　麻
田

　千
明 

（
佐
川
町
）

（
越
知
中
学
校
柔
道
部
）

　
　鈴
木

　勢
那

　
　伊
藤

　光
里

（
越
知
町
少
年
柔
道
部
）

　
　藤
原

　千
波 

（
越
知
小
）

（
越
知
町
少
年
柔
道
部
女
子
高
学
年
団
体
）

　
　藤
原

　千
波 

（
越
知
小
）

　
　山
中

　千
種 

（
越
知
小
）

　
　江
入

　明
梨 

（
佐
川
小
）

（
水
泳
）

　
　西
森

　文
香 

（
越
知
中
）

　
　戸
田

　千
聖 

（
高
知
中
）

　
　戸
田

　隼
人
（
高
知
工
業
高
）

（
小
学
生
野
球
）

　
　越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

（
ス
キ
ー
）

　
　山
本

　佳
史 

（
越
知
町
）

敢
闘
賞

（
越
知
町
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

　
　政
岡

　裕
貴 

（
黒
岩
中
）

　
　福
永

　愛
唯 

（
佐
川
小
）

（
越
知
中
学
校
柔
道
部
）

　

　
　笹
岡

　愛
香

　

（
水
泳
）

　
　西
森

　千
紗 

（
越
知
小
）

　
　西
森

　万
玲 

（
越
知
小
）

（
小
学
生
バ
レ
ー
）

　
　越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

（
中
学
生
バ
レ
ー
）

　
　越
知
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
表
彰
式
」

◆
第
９
回
（
社
）
日
本
空
手
協
会

　高
知
県
空
手
道
選
手
権
大
会

平
成
23
年
４
月
３
日
（
日
）

越
知
町
民
総
合
運
動
場
武
道
館

成

　績

●
中
学
生
男
女
個
人
組
手
の
部

　２
位

　政
岡 

裕
貴
（
黒
岩
中
）

●
小
学
生
低
学
年
男
女
個
人
形
の
部

　優
勝

　福
永 

愛
唯
（
佐
川
小
）

●
中
学
生
男
女
個
人
形
の
部

　２
位

　政
岡 

裕
貴
（
黒
岩
中
）

●
中
高
一
般
団
体
形
の
部

　３
位

　政
岡 

裕
貴
･
片
岡 

凌
也

麻
田 

千
明

◆
第
20
回
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会

平
成
23
年
４
月
29
日
（
金
）

い
の
町
高
知
県
青
少
年
体
育
館

成

　績

●
小
学
２
年
女
子
個
人
組
手
の
部

　３
位

　立
仙 

沙
季
（
越
知
小
）

●
小
学
３
年
女
子
個
人
組
手
の
部

　３
位

　福
永 

愛
唯
（
佐
川
小
）

●
中
学
３
年
男
子
個
人
組
手
の
部

　３
位

　政
岡 

裕
貴
（
黒
岩
中
）

●
小
学
３
年
女
子
個
人
形
の
部

　３
位

　福
永 

愛
唯
（
佐
川
小
）

●
小
学
中
学
年
団
体
形
の
部

　３
位

　山
﨑 

諒
久
･
山
﨑 

累
幾

福
永 

愛
唯 

◆
第
29
回
高
知
県
少
年
空
手
道
錬

成
大
会

　兼
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権

大
会
選
考
会

　兼
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
大
会
選
考
会

平
成
23
年
５
月
８
日
（
日
）

中
芸
広
域
体
育
館

　

結
い
の
丘
ド
ー
ム

成

　績

●
小
学
２
年
個
人
組
手
の
部

　優
良
賞
（
２
位
）

　立
仙 

沙
季
（
越
知
小
）

●
小
学
４
年
個
人
形
の
部

　敢
闘
賞
（
３
位
）

　

　山
﨑 

累
幾
（
越
知
小
）

●
小
学
中
学
年
団
体
形
の
部

３
位
決
定
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ

て
入
賞
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　各
種
目
の
１
位
と
２
位
は
、
高

知
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
立
仙
沙
季

選
手
は
東
京
武
道
館
で
８
月
６

日
・
７
日
に
行
わ
れ
る
第
11
回
全

日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
山
﨑
累
幾
選
手
は
、
準
決
勝
で

惜
し
く
も
敗
れ
て
３
位
と
な
り
、

全
国
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ま・ち・の・話・題

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
空
手
道
連
盟

各
種
大
会
成
績
結
果

６月の試合日程（高知県内開催分）
試合日 

1 7 ( 金 )

1 8 ( 土 )

2 6 ( 日 )

対　戦 

香 川

徳 島

香 川

開始時間 

1 4 : 0 0

1 3 : 0 0

1 4 : 0 0

球　場 

高 知 球 場

四万十スタジアム

高 知 球 場

　５
月
３
日
に
、
低
学
年
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　開
会
式
後
の
１
試
合
目
は
、
嶺

北
ジ
ュ
ニ
ア
に
15
対
０
で
勝
ち
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が

抑
え
、
打
た
れ
て
も
野
手
が
カ
バ

ー
し
て
、
ミ
ス
の
少
な
い
プ
レ
ー

で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　５
月
４
日
は
、
窪
津
・
三
崎
連

合
と
対
戦
し
、
11
対
５
で
勝
ち
ま

し
た
。
最
初
は
、
打
た
れ
た
け

ど
、
相
手
の
エ
ラ
ー
も
あ
り
、
逆

転
し
て
勝
ち
ま
し
た
。
５
月
７
日

は
、
朝
倉
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
８
対
０

で
負
け
ま
し
た
。
緊
張
し
て
い
た

の
か
、
た
く
さ
ん
点
を
取
ら
れ
て

悔
し
か
っ
た
で
す
。

　３
回
戦
で
負
け
て
し
ま
い
悔
し

い
思
い
も
し
た
け
ど
、
み
ん
な
が

日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
低

学
年
大
会
初
め
て
の
ベ
ス
ト
８
に

入
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
み

ん
な
の
自
信
に
も
な
っ
た
と
思
う

の
で
、
次
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
練
習
を
頑

張
っ
て
、
僕
た
ち
の
本
番
の
ス
ク

ス
イ
大
会
で
は
、
優
勝
を
狙
い
た

い
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

少
年
野
球―

大
会
報
告―

　５
月
７
日
（
土
）
、
今
年
も
虹

色
の
里
横
畠
主
催
の
茶
摘
み
・
山

菜
採
り
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　前
日
か
ら
の
雨
が
上
が
り
き
ら

ず
に
茶
摘
み
が
で
き
る
か
心
配
を

し
ま
し
た
が
、
午
前
９
時
の
開
会

後
に
32
人
の
参
加
者
を
薬
師
堂
の

大
山
祇
神
社
（
お
お
や
ま
つ
み
じ

ん
じ
ゃ
）
へ
案
内
す
る
な
ど
史
跡

散
策
を
行
い
、
そ
の
間
に
ス
タ
ッ

フ
が
茶
畑
の
露
払
い
を
す
ま
せ
、

１
時
間
ほ
ど
の
時
間
変
更
と
な
っ

た
も
の
の
無
事
に
茶
摘
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　初
め
て
茶
摘
み
を
体
験
す
る
参

加
者
の
方
も
、
す
ぐ
に
茶
葉
の
摘

み
方
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、
お

昼
ま
で
に
比
較
的
た
く
さ
ん
の
茶

葉
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　タ
ケ
ノ
コ
や
ぜ
ん
ま
い
な
ど
の

山
菜
に
ア
メ
ゴ
の
南
蛮
漬
、
そ
う

め
ん
な
ど
の
山
里
料
理
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
昼
食
後
か
ら
は
、

茶
葉
の
選
別
や
釜
煎
り
、
手
も
み

の
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
釜

煎
り
や
手
も
み
に
は
、
皆
さ
ん
苦

戦
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
楽

し
い
雰
囲
気
の
中
で
作
業
が
進
み

ま
し
た
。

　曇
り
空
の
た
め
、
茶
葉
の
乾
燥

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
時

間
ほ
ど
の
ワ
ラ
ビ
採
り
も
行
い
、

夏
の
近
づ
き
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　「
こ
こ
ち
よ
い
疲
れ
が
気
持
ち

が
い
い
」
「
お
茶
の
香
り
が
う
れ

し
い
」
な
ど
、
参
加
者
た
ち
の
喜

び
の
声
が
横
畠
に
響
き
、
初
夏
の

山
里
を
満
喫
し
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

初
夏
の
山
里
を
満
喫
し
ま
し
た
！

©S.M.E

越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
低
学
年
チ
ー
ム
代
表

虹
色
の
里
横
畠 

「
茶
摘
み･

山
菜
採
り
体
験
ツ
ア
ー
」
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　こ
ん
に
ち
は
！
緑
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
と
し
て
、
4
月
か
ら
越
知

町
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
川

合
里
奈
（
か
わ
い
り
な
）
で
す
。

こ
れ
か
ら
時
々
、
協
力
隊
活
動
の

こ
と
や
、
越
知
で
の
暮
ら
し
ぶ
り

や
日
々
の
発
見
な
ど
を
、
こ
の
紙

面
で
綴
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
下
手
な
文
章
で
恐

縮
で
す
が
、
1
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
回

は
、
越
知
ラ
イ
フ
の
印
象
に
つ
い

て
書
い
て
み
ま
す
。

　ま
ず
は
少
し
ば
か
り
自
己
紹
介

を
…
。
北
海
道
函
館
市
で
高
校
卒

業
ま
で
育
ち
、
そ
の
後
、
米
国
の

大
学
で
4
年
間
留
学
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
3
年
前
に
帰
国
し
て
か

ら
は
、
東
京
に
あ
る
国
際
協
力

N
G
O
で
研
修
を
し
た
後
、
在
日

の
難
民
支
援
の
関
係
機
関
で
働
き

ま
し
た
が
、
こ
の
3
月
に
退
職
。

縁
あ
っ
て
、
越
知
町
へ
や
っ
て
来
ま

し
た
。

★
山
と
川
 

　越
知
で
ま
ず
び
っ
く
り
し
た
の

が
、
眼
前
に
迫
っ
て
く
る
山
々
の

近
さ
と
、
仁
淀
川
の
美
し
さ
で

す
。
私
の
故
郷
で
あ
る
函
館
に

も
、
函
館
山
と
い
う
山
が
ひ
と

つ
、
ど
ー
ん
と
腰
を
下
ろ
し
て
い

ま
す
が
（
百
万
ド
ル
の
夜
景
が
見

ら
れ
る
、
あ
の
山
で
す
）
、
こ
れ
だ

け
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
の
生
活
は

生
ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
。
日
本

に
も
こ
ん
な
所
が
あ
っ
た
の
だ
と

目
か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。

　そ
し
て
、
あ
お
く
輝
く
清
ら
か

な
仁
淀
川
。
こ
の
美
し
い
色
は
何

色
と
言
い
表
せ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
海
や
湖
や
川
な
ど
の
水
辺

に
住
み
た
い
、
と
い
う
方
は
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
私
も
そ
の
一
人

で
、
特
に
川
が
一
番
好
き
で
、
東

京
で
も
多
摩
川
と
い
う
川
の
真
横

に
住
ん
で
、
毎
日
毎
日
川
を
眺
め

な
が
ら
出
勤
し
て
い
ま
し
た
。
越

知
町
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
際
も
、
「
清
流
仁
淀
川
の
ほ

と
り
の
町
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に

心
が
躍
り
立
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
仁
淀
川
に
出
会
っ
て
か

ら
は
、
あ
ん
な
に
足
繁
く
通
っ
て

い
た
多
摩
川
を
懐
か
し
む
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

★
天
空
の
集
落

　そ
し
て
、
山
々
を
上
る
と
現
れ

る
数
々
の
集
落
。
現
在
横
畠
の
清

水
集
落
に
住
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
初
日
に
到
着
し
た
と
き
、
い

っ
た
い
こ
こ
は
本
当
に
日
本
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
標
高
の
高
い
場
所
に
あ
る
集
落

を
「
天
空
の
集
落
」
と
呼
ぶ
呼
び

方
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
本
当
に

そ
ん
な
雰
囲
気
。
清
水
集
落
か
ら

は
、
仁
淀
川
と
眼
前
に
連
な
る

山
々
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
、
雨
上
が
り
の
澄
ん
だ

空
気
の
な
か
、
向
か
い
の
山
に
白

い
雲
が
ぽ
っ
か
り
ぽ
っ
か
り
浮
か

ん
で
い
る
さ
ま
は
、
思
わ
ず
息
を

の
む
ほ
ど
の
絶
景
で
す
。

★
豊
か
な
食

　そ
し
て
、
山
の
生
活
の
中
で
実

感
し
て
い
る
の
が
、
山
里
の
食
の

豊
か
さ
で
す
。
春
は
タ
ケ
ノ
コ
や

山
菜
の
恵
み
が
あ
り
、
野
菜
や
果

樹
や
お
茶
や
お
米
が
育
つ
土
が
あ

る
。
野
菜
を
育
て
る
土
と
土
地
が

あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ど
れ
だ
け

人
が
精
神
的
に
安
定
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
元

函
館
で
も
東
京
で
も
、
食
べ
物
は

買
っ
て
手
に
入
れ
る
も
の
で
し
た

が
、
こ
こ
で
は
食
べ
物
は
自
然
の

恵
み
、
そ
し
て
自
分
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
だ
と
実
感
し
ま

す
。
と
同
時
に
、
自
分
の
命
が
土

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
日
々

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
果
物
ひ
と
つ
買
う

に
も
よ
く
よ
く
考
え
る
よ
う
な
節

約
生
活
ば
か
り
送
っ
て
き
た
の

で
、
「
は
っ
さ
く
が
大
量
に
な
っ
て

腐
ら
せ
る
だ
け
だ
か
ら
持
っ
て
行

っ
て
い
い
よ
」
な
ん
て
こ
と
が
起

こ
る
こ
ち
ら
の
生
活
の
、
な
ん
と

ぜ
い
た
く
な
こ
と
!
や
は
り
、
住

む
べ
き
所
は
産
地
で
す
ね
。

　こ
れ
か
ら
3
月
ま
で
、
横
畠
を

中
心
と
し
て
越
知
町
中
に
足
を
運

び
、
色
々
な
お
手
伝
い
を
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
と

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
越
知
を

元
気
に
す
る
お
手
伝
い
が
少
し
で

も
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
近

く
へ
伺
っ
た
際
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

里奈の
越知ライフ

緑の ふるさと協力隊

O C H I  L I F E

横畠稲村集落から望む山々

横畠清水集落から見た雨上がり

情　報　広　場

＊お知らせ＊
　越知のことや越知で出会う方々を紹介したくて、ブログを
始めました。インターネットを使われる方は、ぜひ、のぞき
に来てください。アドレスは

です！http://rinajan.blog55.fc2.com/
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　こ
ん
に
ち
は
！
緑
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
と
し
て
、
4
月
か
ら
越
知

町
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
川

合
里
奈
（
か
わ
い
り
な
）
で
す
。

こ
れ
か
ら
時
々
、
協
力
隊
活
動
の

こ
と
や
、
越
知
で
の
暮
ら
し
ぶ
り

や
日
々
の
発
見
な
ど
を
、
こ
の
紙

面
で
綴
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
下
手
な
文
章
で
恐

縮
で
す
が
、
1
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
回

は
、
越
知
ラ
イ
フ
の
印
象
に
つ
い

て
書
い
て
み
ま
す
。

　ま
ず
は
少
し
ば
か
り
自
己
紹
介

を
…
。
北
海
道
函
館
市
で
高
校
卒

業
ま
で
育
ち
、
そ
の
後
、
米
国
の

大
学
で
4
年
間
留
学
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
3
年
前
に
帰
国
し
て
か

ら
は
、
東
京
に
あ
る
国
際
協
力

N
G
O
で
研
修
を
し
た
後
、
在
日

の
難
民
支
援
の
関
係
機
関
で
働
き

ま
し
た
が
、
こ
の
3
月
に
退
職
。

縁
あ
っ
て
、
越
知
町
へ
や
っ
て
来
ま

し
た
。

★
山
と
川
 

　越
知
で
ま
ず
び
っ
く
り
し
た
の

が
、
眼
前
に
迫
っ
て
く
る
山
々
の

近
さ
と
、
仁
淀
川
の
美
し
さ
で

す
。
私
の
故
郷
で
あ
る
函
館
に

も
、
函
館
山
と
い
う
山
が
ひ
と

つ
、
ど
ー
ん
と
腰
を
下
ろ
し
て
い

ま
す
が
（
百
万
ド
ル
の
夜
景
が
見

ら
れ
る
、
あ
の
山
で
す
）
、
こ
れ
だ

け
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
の
生
活
は

生
ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
。
日
本

に
も
こ
ん
な
所
が
あ
っ
た
の
だ
と

目
か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。

　そ
し
て
、
あ
お
く
輝
く
清
ら
か

な
仁
淀
川
。
こ
の
美
し
い
色
は
何

色
と
言
い
表
せ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
海
や
湖
や
川
な
ど
の
水
辺

に
住
み
た
い
、
と
い
う
方
は
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
私
も
そ
の
一
人

で
、
特
に
川
が
一
番
好
き
で
、
東

京
で
も
多
摩
川
と
い
う
川
の
真
横

に
住
ん
で
、
毎
日
毎
日
川
を
眺
め

な
が
ら
出
勤
し
て
い
ま
し
た
。
越

知
町
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
際
も
、
「
清
流
仁
淀
川
の
ほ

と
り
の
町
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に

心
が
躍
り
立
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
仁
淀
川
に
出
会
っ
て
か

ら
は
、
あ
ん
な
に
足
繁
く
通
っ
て

い
た
多
摩
川
を
懐
か
し
む
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

★
天
空
の
集
落

　そ
し
て
、
山
々
を
上
る
と
現
れ

る
数
々
の
集
落
。
現
在
横
畠
の
清

水
集
落
に
住
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
初
日
に
到
着
し
た
と
き
、
い

っ
た
い
こ
こ
は
本
当
に
日
本
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
標
高
の
高
い
場
所
に
あ
る
集
落

を
「
天
空
の
集
落
」
と
呼
ぶ
呼
び

方
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
本
当
に

そ
ん
な
雰
囲
気
。
清
水
集
落
か
ら

は
、
仁
淀
川
と
眼
前
に
連
な
る

山
々
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
、
雨
上
が
り
の
澄
ん
だ

空
気
の
な
か
、
向
か
い
の
山
に
白

い
雲
が
ぽ
っ
か
り
ぽ
っ
か
り
浮
か

ん
で
い
る
さ
ま
は
、
思
わ
ず
息
を

の
む
ほ
ど
の
絶
景
で
す
。

★
豊
か
な
食

　そ
し
て
、
山
の
生
活
の
中
で
実

感
し
て
い
る
の
が
、
山
里
の
食
の

豊
か
さ
で
す
。
春
は
タ
ケ
ノ
コ
や

山
菜
の
恵
み
が
あ
り
、
野
菜
や
果

樹
や
お
茶
や
お
米
が
育
つ
土
が
あ

る
。
野
菜
を
育
て
る
土
と
土
地
が

あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ど
れ
だ
け

人
が
精
神
的
に
安
定
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
元

函
館
で
も
東
京
で
も
、
食
べ
物
は

買
っ
て
手
に
入
れ
る
も
の
で
し
た

が
、
こ
こ
で
は
食
べ
物
は
自
然
の

恵
み
、
そ
し
て
自
分
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
だ
と
実
感
し
ま

す
。
と
同
時
に
、
自
分
の
命
が
土

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
日
々

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
果
物
ひ
と
つ
買
う

に
も
よ
く
よ
く
考
え
る
よ
う
な
節

約
生
活
ば
か
り
送
っ
て
き
た
の

で
、
「
は
っ
さ
く
が
大
量
に
な
っ
て

腐
ら
せ
る
だ
け
だ
か
ら
持
っ
て
行

っ
て
い
い
よ
」
な
ん
て
こ
と
が
起

こ
る
こ
ち
ら
の
生
活
の
、
な
ん
と

ぜ
い
た
く
な
こ
と
!
や
は
り
、
住

む
べ
き
所
は
産
地
で
す
ね
。

　こ
れ
か
ら
3
月
ま
で
、
横
畠
を

中
心
と
し
て
越
知
町
中
に
足
を
運

び
、
色
々
な
お
手
伝
い
を
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
と

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
越
知
を

元
気
に
す
る
お
手
伝
い
が
少
し
で

も
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
近

く
へ
伺
っ
た
際
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

里奈の
越知ライフ

緑の ふるさと協力隊

O C H I  L I F E

横畠稲村集落から望む山々

横畠清水集落から見た雨上がり

情　報　広　場

＊お知らせ＊
　越知のことや越知で出会う方々を紹介したくて、ブログを
始めました。インターネットを使われる方は、ぜひ、のぞき
に来てください。アドレスは

です！http://rinajan.blog55.fc2.com/
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食中毒とは？
　食中毒とは、有毒な微生物や化学物質を含む飲食物を食べた結果生じる健康障害です。多くは、急性の

胃腸障害（おう吐、腹痛、下痢などの症状）を起こします。

　従来、赤痢やコレラなどの感染症は食中毒と区別されてきましたが、病因物質の種別にかかわらず飲食

に起因する健康障害は食中毒として取り扱われることとなっています。

衛生的手洗いとは？
　食品衛生は『手洗いに始まり、手洗いに終わる』と言われ、手洗いには細心の注意を払わなくてはなり

ません。

【衛生的手洗いとは】洗ってふいて殺菌消毒

【細菌の除菌レベル】手洗いには細菌の除去レベルによって、基本的に「日常手洗い・衛生的手洗い・手術

時手洗い」の３つの方法があります。食品を取り扱うには、衛生的手洗いが必要です。

【手洗いのタイミング】・作業を始める前

・トイレの後

・汚染作業区域から清潔区域に移動する時

・作業の区切りごと（食材変更時）

・ゴミなどの汚れた物を触った時

【手洗いが不十分になりやすい箇所】色の濃いところほど汚れが落ちにくい箇所です。

★特に指先は手洗いが不十分になりやすいところです。

食品衛生の３原則
１．清潔

　衛生的な食品は、原材料・料理・器具・人・取り扱いなど、全てが清潔に行われて初めて作ること

ができます。このうち、どれ一つ不潔であってはならないのです。清潔は、衛生の基本であり、清潔

が守られることにより　衛生的な食品を確保することができるのです。

２．迅速

　食べ物は時間の経過とともに劣化してきます。食べ物を取り扱う人はテキパキと仕事をすることが

大切です。食べ物についた菌は時間とともに倍々と増えていきます。そして、食中毒を起こす菌量に

まで増えるのは５～６時間あれば十分です。増殖の時間を与えないために「迅速」が必要なのです。

３．加熱または冷却

　細菌の増殖は温度により大きく影響を受けます。一般に細菌の発育に最も適した温度は 37℃前後で

すが、それ以外の温度でも 10～60℃では多くの細菌が増殖可能です。ですから、調理後すぐに飲食す

る以外の食品は 10℃以下または 65℃以上で管理することが望ましいです。

　食べたもので、吐き気等の症状がありましたら、すみやかに医療機関で受診しましょう。

　最後に食中毒予防の３原則を載せています。参考にしてください。

食中毒予防の３原則
１．付けない

　原材料は清潔なものを使用し、施設・設備は清潔に保ち、調理・加工は清潔な器具を使用し、清潔に

食品を取り扱う。 

２．増やさない

　調理・加工は迅速に行い、計画的な仕入れ・先入れ先出しを行い、設備の能力に応じた調理・加工

をする。また、冷却をして細菌の活動を抑える。 

３．殺す加熱をして、細菌を死滅させる。

保健師だより☆6月は「食中毒予防」

　毎年、夏になると水による事故で多くの尊い命が失われています。水の事故の多くは、ちょっとした不
注意で起きているので未然に事故を防ぐことが大事になってきます。

　高吾北消防署では、地域や職場
などのグループ等を対象に救命
（AED）講習を開催しています。
ぜひ、いざというときのために受
講してみませんか。
◆お申し込み・連絡先
　２６－２１１１（高吾北消防署）

水による事故を防ぐには…
☆ 乳幼児は、家庭用ビニールプールなどの浅い場所でも溺れることがあります。
　 水遊び中には大人が付き添ってください。
☆ 危険な場所で遊んでいる子どもを見かけたら注意する。
☆ 子どもだけで川や池に遊びに行かない。
☆ 川や海などで泳ぐときには、大人と一緒に行く。
☆ 飲酒後や体調が良くないときには海やプールなどでの遊泳は絶対やめましょう。

※子どもだけでなく、大人も事故に遭っていますので十分注意してください。

◆救急（病院紹介）のお問い合わせ  ▶TEL２６－２１１１（高吾北消防署）
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶TEL３５－００１７（仁淀川分署）

水の事故を防ごう
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食中毒とは？
　食中毒とは、有毒な微生物や化学物質を含む飲食物を食べた結果生じる健康障害です。多くは、急性の

胃腸障害（おう吐、腹痛、下痢などの症状）を起こします。

　従来、赤痢やコレラなどの感染症は食中毒と区別されてきましたが、病因物質の種別にかかわらず飲食

に起因する健康障害は食中毒として取り扱われることとなっています。

衛生的手洗いとは？
　食品衛生は『手洗いに始まり、手洗いに終わる』と言われ、手洗いには細心の注意を払わなくてはなり

ません。

【衛生的手洗いとは】洗ってふいて殺菌消毒

【細菌の除菌レベル】手洗いには細菌の除去レベルによって、基本的に「日常手洗い・衛生的手洗い・手術

時手洗い」の３つの方法があります。食品を取り扱うには、衛生的手洗いが必要です。

【手洗いのタイミング】・作業を始める前

・トイレの後

・汚染作業区域から清潔区域に移動する時

・作業の区切りごと（食材変更時）

・ゴミなどの汚れた物を触った時

【手洗いが不十分になりやすい箇所】色の濃いところほど汚れが落ちにくい箇所です。

★特に指先は手洗いが不十分になりやすいところです。

食品衛生の３原則
１．清潔

　衛生的な食品は、原材料・料理・器具・人・取り扱いなど、全てが清潔に行われて初めて作ること

ができます。このうち、どれ一つ不潔であってはならないのです。清潔は、衛生の基本であり、清潔

が守られることにより　衛生的な食品を確保することができるのです。

２．迅速

　食べ物は時間の経過とともに劣化してきます。食べ物を取り扱う人はテキパキと仕事をすることが

大切です。食べ物についた菌は時間とともに倍々と増えていきます。そして、食中毒を起こす菌量に

まで増えるのは５～６時間あれば十分です。増殖の時間を与えないために「迅速」が必要なのです。

３．加熱または冷却

　細菌の増殖は温度により大きく影響を受けます。一般に細菌の発育に最も適した温度は 37℃前後で

すが、それ以外の温度でも 10～60℃では多くの細菌が増殖可能です。ですから、調理後すぐに飲食す

る以外の食品は 10℃以下または 65℃以上で管理することが望ましいです。

　食べたもので、吐き気等の症状がありましたら、すみやかに医療機関で受診しましょう。

　最後に食中毒予防の３原則を載せています。参考にしてください。

食中毒予防の３原則
１．付けない

　原材料は清潔なものを使用し、施設・設備は清潔に保ち、調理・加工は清潔な器具を使用し、清潔に

食品を取り扱う。 

２．増やさない

　調理・加工は迅速に行い、計画的な仕入れ・先入れ先出しを行い、設備の能力に応じた調理・加工

をする。また、冷却をして細菌の活動を抑える。 

３．殺す加熱をして、細菌を死滅させる。

保健師だより☆6月は「食中毒予防」

　毎年、夏になると水による事故で多くの尊い命が失われています。水の事故の多くは、ちょっとした不
注意で起きているので未然に事故を防ぐことが大事になってきます。

　高吾北消防署では、地域や職場
などのグループ等を対象に救命
（AED）講習を開催しています。
ぜひ、いざというときのために受
講してみませんか。
◆お申し込み・連絡先
　２６－２１１１（高吾北消防署）

水による事故を防ぐには…
☆ 乳幼児は、家庭用ビニールプールなどの浅い場所でも溺れることがあります。
　 水遊び中には大人が付き添ってください。
☆ 危険な場所で遊んでいる子どもを見かけたら注意する。
☆ 子どもだけで川や池に遊びに行かない。
☆ 川や海などで泳ぐときには、大人と一緒に行く。
☆ 飲酒後や体調が良くないときには海やプールなどでの遊泳は絶対やめましょう。

※子どもだけでなく、大人も事故に遭っていますので十分注意してください。

◆救急（病院紹介）のお問い合わせ  ▶TEL２６－２１１１（高吾北消防署）
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶TEL３５－００１７（仁淀川分署）

水の事故を防ごう
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　７
月
１
日
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成
の
受
給
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。

　今
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、

６
月
末
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て
受

給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
更
新
期
間
中
に
更
新
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
現
在
受
給
者
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
、
受
給
対
象
者
で

あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
】

　ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
者
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
（
前
年
度
所
得
）
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
、
ま
た
は
母
（
兄

姉
、
祖
父
母
含
み
ま
す
）
お
よ
び

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
・
生
徒
で
す
。

【
助
成
の
内
容
】

　受
給
資
格
を
得
る
と
、
病
院
等

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己
負

担
分
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
で
あ
っ
て
も
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
被
保
険
者
証

（
受
給
者
全
員
の
保
険
証
）

②
印
鑑

③
古
い
受
給
者
証

（
更
新
の
方
の
み
・
ピ
ン
ク
色
）

【
受
付
期
間
】

６
月
20
日
（
月
）
〜
７
月
１
日
（
金
）

※
こ
の
期
間
内
に
更
新
申
請
さ
れ

な
い
と
、
受
給
開
始
月
が
遅
れ

ま
す
。

※
新
た
に
助
成
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
課
母
子
福
祉
係

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
７
０

ひ
と
り
親（
母
子
・
父
子
）家
庭
医
療
費

助
成
の
受
給
更
新
申
請
は
6
月
中
に
！

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

【
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
】

　老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
や
保
険
料
免
除
期
間

な
ど
が
、
原
則
と
し
て
25
年
以
上

あ
る
と
65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま

す
。　年

金
額
は
、
20
歳
か
ら
の
40
年

間
（
480
月
）
保
険
料
を
納
め
て
い

る
場
合
に
、
満
額
の
年
額
７
８

８
，
９
０
０
円
（
平
成
23
年
度
）

に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
期
間
や
保
険
料
免
除
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て

減
額
さ
れ
た
年
金
額
と
な
り
ま

す
。　減

額
さ
れ
る
年
金
額
は
、
追
納

や
60
歳
か
ら
任
意
加
入
を
し
て
保

険
料
の
納
付
を
行
う
こ
と
で
支
給

さ
れ
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

《
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・
繰

下
げ
支
給
に
つ
い
て 

》

　老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
に
繰
上
げ
て
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
繰
上
げ
支
給
は
月
単
位
の
減

額
率
で
減
額
さ
れ
た
年
金
の
支
給

と
な
る
こ
と
、
ま
た
請
求
後
は
障

害
基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
な
ど
、
繰
上
げ
支
給
を

申
請
さ
れ
る
場
合
に
は
詳
細
等
の

確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
繰
下
げ
支
給
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
66
歳
以
降
に
増

額
し
た
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
遺

族
年
金
等
、
他
年
金
の
受
給
権
が

あ
る
場
合
は
繰
下
げ
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
振
替
加
算
に
つ
い

て
は
、
増
額
の
対
象
外
で
繰
下
げ

中
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
繰
下
げ
支
給
は
、
必
ず
70
歳

到
達
月
末
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　高
知
西
年
金
事
務
所

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
７
５

－

１
７
１
７

　住
民
課
年
金
係

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
５

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　大震災により被害を受けた方は、所得税の軽減・免除が受けられ、税務署で手続きを行うことで所得税が還

付となる場合があります。そのほか、源泉所得税の徴収猶予や還付、廃車となった自動車の自動車重量税の還

付などの特例があります。詳しくは、須崎税務署（電話０８８９－４２－２３５５）にお問い合わせいただく

か、国税庁ホームページをご覧ください。www.nta.go.jp　

　また、地方税についても、住民税、固定資産税、自動車税等の特例があります。詳しくは、自動車税に関し

ては、高知県中央東県税事務所（電話０８８－８６６－８５００）、住民税・固定資産税に関しては、越知町役

場税務課（電話２６－１３８３）にお問い合わせください。

あなたの「ふるさと寄附金」が被災地支援に
　被災地の自治体への寄附金、自治体を通じての被災者への義援金は「ふるさと寄附金」として住

民税・所得税の控除が受けられます。日本赤十字社や中央共同募金会等への義援金も「ふるさと寄

附金」として控除が受けられます。詳しくは総務省東日本大震災関連情報ＨＰをご覧ください。

http://www.soumu.go.jp

東日本大震災により被害を受けられた方へ－税金関係のお知らせ－

　い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

流
域
活
性
化
補
助
金

　
　
　の
お
知
ら
せ

　仁
淀
川
流
域
の
地
場
産
業
育

成
・
観
光
振
興
・
清
流
保
全
を

推
進
し
、
個
性
的
で
魅
力
あ
ふ

れ
る
仁
淀
川
の
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施

す
る
団
体
等
に
、
50
万
円
を
限

度
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
期
限
は
６
月
30
日

で
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

　越
知
町
企
画
課

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
６
４

　高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
学
校

に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
次

の
と
お
り
「
子
ど
も
の
人
権
110

番
」
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。
期
間
中
は
相
談
時
間

を
延
長
す
る
と
と
も
に
土
・
日
も

受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
よ
う
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
家
庭
・

友
達
関
係
の
悩
み
ご
と
な
ど
、
何

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

６
月
27
日
（
月
）
か
ら

７
月
３
日
（
日
）
ま
で

時
間午

前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

開
設
場
所

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
高
知
市
栄
田
町
２

－

２

－

10
）

電
話
番
号

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
等

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

そ
の
他

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

     ◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
２
２

－

３
５
０
３

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化
週
間

　故
山
地
氏
満
様
の
香
典
返
し
と

し
て
、
山
地
文
博
様
（
越
知
町
４

区
）
か
ら
、
越
知
町
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
10
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、

ご
趣
旨
に
沿
い
、
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
付
の
お
礼
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　７
月
１
日
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成
の
受
給
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。

　今
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、

６
月
末
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て
受

給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
更
新
期
間
中
に
更
新
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
現
在
受
給
者
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
、
受
給
対
象
者
で

あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
】

　ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
者
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
（
前
年
度
所
得
）
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
、
ま
た
は
母
（
兄

姉
、
祖
父
母
含
み
ま
す
）
お
よ
び

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
・
生
徒
で
す
。

【
助
成
の
内
容
】

　受
給
資
格
を
得
る
と
、
病
院
等

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己
負

担
分
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
で
あ
っ
て
も
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
被
保
険
者
証

（
受
給
者
全
員
の
保
険
証
）

②
印
鑑

③
古
い
受
給
者
証

（
更
新
の
方
の
み
・
ピ
ン
ク
色
）

【
受
付
期
間
】

６
月
20
日
（
月
）
〜
７
月
１
日
（
金
）

※
こ
の
期
間
内
に
更
新
申
請
さ
れ

な
い
と
、
受
給
開
始
月
が
遅
れ

ま
す
。

※
新
た
に
助
成
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
課
母
子
福
祉
係

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
７
０

ひ
と
り
親（
母
子
・
父
子
）家
庭
医
療
費

助
成
の
受
給
更
新
申
請
は
6
月
中
に
！

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

【
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
】

　老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
や
保
険
料
免
除
期
間

な
ど
が
、
原
則
と
し
て
25
年
以
上

あ
る
と
65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま

す
。　年

金
額
は
、
20
歳
か
ら
の
40
年

間
（
480
月
）
保
険
料
を
納
め
て
い

る
場
合
に
、
満
額
の
年
額
７
８

８
，
９
０
０
円
（
平
成
23
年
度
）

に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
期
間
や
保
険
料
免
除
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て

減
額
さ
れ
た
年
金
額
と
な
り
ま

す
。　減

額
さ
れ
る
年
金
額
は
、
追
納

や
60
歳
か
ら
任
意
加
入
を
し
て
保

険
料
の
納
付
を
行
う
こ
と
で
支
給

さ
れ
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

《
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・
繰

下
げ
支
給
に
つ
い
て 

》

　老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
に
繰
上
げ
て
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
繰
上
げ
支
給
は
月
単
位
の
減

額
率
で
減
額
さ
れ
た
年
金
の
支
給

と
な
る
こ
と
、
ま
た
請
求
後
は
障

害
基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
な
ど
、
繰
上
げ
支
給
を

申
請
さ
れ
る
場
合
に
は
詳
細
等
の

確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
繰
下
げ
支
給
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
66
歳
以
降
に
増

額
し
た
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
遺

族
年
金
等
、
他
年
金
の
受
給
権
が

あ
る
場
合
は
繰
下
げ
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
振
替
加
算
に
つ
い

て
は
、
増
額
の
対
象
外
で
繰
下
げ

中
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
繰
下
げ
支
給
は
、
必
ず
70
歳

到
達
月
末
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　高
知
西
年
金
事
務
所

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
７
５

－

１
７
１
７

　住
民
課
年
金
係

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
５

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　大震災により被害を受けた方は、所得税の軽減・免除が受けられ、税務署で手続きを行うことで所得税が還

付となる場合があります。そのほか、源泉所得税の徴収猶予や還付、廃車となった自動車の自動車重量税の還

付などの特例があります。詳しくは、須崎税務署（電話０８８９－４２－２３５５）にお問い合わせいただく

か、国税庁ホームページをご覧ください。www.nta.go.jp　

　また、地方税についても、住民税、固定資産税、自動車税等の特例があります。詳しくは、自動車税に関し

ては、高知県中央東県税事務所（電話０８８－８６６－８５００）、住民税・固定資産税に関しては、越知町役

場税務課（電話２６－１３８３）にお問い合わせください。

あなたの「ふるさと寄附金」が被災地支援に
　被災地の自治体への寄附金、自治体を通じての被災者への義援金は「ふるさと寄附金」として住

民税・所得税の控除が受けられます。日本赤十字社や中央共同募金会等への義援金も「ふるさと寄

附金」として控除が受けられます。詳しくは総務省東日本大震災関連情報ＨＰをご覧ください。

http://www.soumu.go.jp

東日本大震災により被害を受けられた方へ－税金関係のお知らせ－

　い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０

－
０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

流
域
活
性
化
補
助
金

　
　
　の
お
知
ら
せ

　仁
淀
川
流
域
の
地
場
産
業
育

成
・
観
光
振
興
・
清
流
保
全
を

推
進
し
、
個
性
的
で
魅
力
あ
ふ

れ
る
仁
淀
川
の
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施

す
る
団
体
等
に
、
50
万
円
を
限

度
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
期
限
は
６
月
30
日

で
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

　越
知
町
企
画
課

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
６
４

　高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
学
校

に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
次

の
と
お
り
「
子
ど
も
の
人
権
110

番
」
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。
期
間
中
は
相
談
時
間

を
延
長
す
る
と
と
も
に
土
・
日
も

受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
よ
う
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
家
庭
・

友
達
関
係
の
悩
み
ご
と
な
ど
、
何

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

６
月
27
日
（
月
）
か
ら

７
月
３
日
（
日
）
ま
で

時
間午

前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

開
設
場
所

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
高
知
市
栄
田
町
２

－

２

－

10
）

電
話
番
号

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
等

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

そ
の
他

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

     ◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
２
２

－

３
５
０
３

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化
週
間

　故
山
地
氏
満
様
の
香
典
返
し
と

し
て
、
山
地
文
博
様
（
越
知
町
４

区
）
か
ら
、
越
知
町
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
10
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、

ご
趣
旨
に
沿
い
、
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
付
の
お
礼
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第
54
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ご
案
内

　高
知
新
聞
社
・
R
K
C
高
知
放

送
・
高
知
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

の
主
催
に
よ
る
「
金
婚
夫
婦
祝
福

式
典
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
式
典
日
時

　９
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

◎
会
場

　三
翠
園

◎
資
格

　昭
和
36
年
１
月
１
日
〜
同
年
12

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ

た
高
知
県
在
住
の
夫
婦
（
そ
れ
以

前
の
届
け
出
で
も
初
め
て
申
し
込

み
を
さ
れ
る
方
は
参
加
で
き
ま

す
）

◎
申
込
期
限

　６
月
24
日
（
金
）
必
着

◎
申
込
方
法

　ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
、
ま
た
は

謄
本
（
婚
姻
届
の
年
月
日
・
生
年

月
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
）
と
、

便
箋
に
ご
夫
婦
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
、
職
業
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
結
婚
記

念
日
を
明
記
の
う
え
左
記
ま
で
郵

送
、
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
･
お
問
い
合
わ
せ
先

　〒
７
８
０

－

８
６
６
６

　住
所
不
要

　㈱
高
知
新
聞
企
業
事
業
企
画
部

　
　
　
　
　
　「
金
婚
式
」
係

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
２
５

－

４
３
２
８

【種目・日時・会場・チーム編成・競技内容等】

○主　　催 越知町教育委員会　

○主　　管 おちスポーツクラブ

○参加資格 （１）越知町在住の方（出身者も可）

 （２）町内に勤務している方

 （３）上記（１）と（２）の条件を満たす方の家族（高校生以上）

 （４）おちスポーツクラブ会員の方

○試合方法 参加チーム数によって主催者側で決定します。

○申 込 先 所定の申込用紙に必要事項をお書きの上、各種目とも3日前までに、

 越知町民会館まで申し込んでください。

 TEL ２６－３４００　　　　　　FAX ２０－１０５１

 （申込用紙は、町民会館・町民総合運動場・役場窓口にあります。）

○用　　具 主催者側で準備しますが数に限りがあります。スティック、ラケット等は持参してください。

○そ の 他 （１）競技中の事故等については、責任を負えませんので十分注意してください。

 （２）当日、都合により棄権されるチームの代表者の方は、事務局まで連絡をお願いします。

 （３）学生が参加される場合は、保護者の承諾が必要です。

練習日（体育館無料開放）のお知らせ
下記の日程で練習日を計画しました。町民会館で受け付けを済ませてから、ご利用ください。

※大会写真は町広報紙・おちスポーツクラブのホームページに掲載させていただく場合があります。

平成23年度　第４０回越知町民スポーツ祭
参 加 チ ー ム 募 集

種         目 日        時 会　　場 チーム編成・競技内容

ペ　タ　ン　ク

６月７日（火）

６月14日（火）

ＰＭ８：00～10：00

ＰＭ８：00～10：00

総合運動場体育館全面

総合運動場体育館全面

スカッシュバレーボール

６人制バレーボール

バ ド ミ ン ト ン

ソフトバレーボール

ゲ ー ト ボ ー ル

１チーム2人で、男女、年齢は問わない。６月14日（火）
午前９：00 ～

６月29日（水）
午後７：00 ～

６月28日（火）
午後７：00 ～

６月23日（木）
午後７：00 ～

６月20日（月）
午前９：00 ～

６月17日（金）
午後７：00 ～

越知中学校
体育館下広場

総合運動場
体育館

総合運動場
体育館

総合運動場
体育館

屋内多目的
運動広場

総合運動場
体育館

１チーム３人とする。
男性は１人までとする。
（ただし、1部は、この限りではない）

１チーム4人とする。
男性は2人までとする。
（ただし、50歳以上の方はこの限りではない）

６人制ルールで行い、男性は４人までとする。
（ただし、40歳以上の方は、この限りではない）

混合ダブルスとする。
（女子ダブルスも可）

1チーム5人以上７人以下とする。
男女・年齢は問わない。

期　　　　日 時　　　　間 場　　　　所

鯉
の
ぼ
り
提
供

の
お
願
い

仁
淀
川 

親
子
ふ
れ
あ
い

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
！

特
定
優
良
賃
貸
住
宅

ハ
イ
ツ
・
ラ
ピ
ュ
タ

入
居
者
募
集

　
今
年
も
４
月
27
日
に
、
桐
見
ダ

ム
湖
に
越
知
事
務
所
職
員
に
よ
っ

て
、
鯉
の
ぼ
り
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
川
渡
し
の
鯉
の
ぼ
り
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
の
ご
厚

意
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
長
年
の
使
用
で
傷
み
も
激
し

く
年
々
数
が
減
っ
て
き
て
お
り
、

来
年
か
ら
は
中
止
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

「
鯉
の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
提
供
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
越
知
事
務
所

　
施
設
管
理
班

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
6
1

　
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
お
よ
び

仁
淀
川
漁
協
で
は
、親
子
連
れ
を
対

象
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
し

た
。皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時

７
月
３
日（
日
）午
前
７
時
〜

※
小
雨
決
行

た
だ
し
、悪
天
候
の
場
合
は
７
月

10
日（
日
）に
延
期

■
集
合
場
所

仁
淀
川
漁
協（
い
の
町
）

■
参
加
対
象

親
子
連
れ（
小
学
生
）

※
先
着
１２０
人

■
参
加
費

保
護
者
の
み
５００
円
　

■
昼
食

弁
当
は
各
人
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。鮎
の
塩
焼
き（
漁
協
提
供
）

■
コ
ー
ス
予
定

①
仁
淀
川
の
見
学

②
親
子
ア
ユ
放
流
体
験

③
ア
メ
ゴ
釣
り
堀
体
験

④
ア
メ
ゴつ
か
み
取
り

⑤
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
見
学

◆
お
申
し
込
み
先

仁
淀
川
漁
協

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8

－

8
9
3

－

2
3
0
0

越
知
町
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
6
4

　
次
の
公
営
住
宅
の
入
居
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
入
居
の
資
格
や
賃
貸
の
条
件
に
つ

い
て
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆お問い合わせ・お申し込み先
　①高知県住宅供給公社　管理課　ＴＥＬ０８８－８８２－１３１３
　②越知町総務課　　　　　　　　ＴＥＬ２６－１１１１

住宅の所在 募集戸数 構　造・規模等 受付期間

越知町５区
（町民会館隣）

１戸
鉄筋コンクリート造３階建
3DK（6和、8洋、6和、15DK）

６月８日～14日

◀募集・案内▶



｜広報おち｜6月号｜12｜｜13｜広報おち｜6月号｜

◀募集・案内▶

第
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回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ご
案
内

　高
知
新
聞
社
・
R
K
C
高
知
放

送
・
高
知
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

の
主
催
に
よ
る
「
金
婚
夫
婦
祝
福

式
典
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
式
典
日
時

　９
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

◎
会
場

　三
翠
園

◎
資
格

　昭
和
36
年
１
月
１
日
〜
同
年
12

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ

た
高
知
県
在
住
の
夫
婦
（
そ
れ
以

前
の
届
け
出
で
も
初
め
て
申
し
込

み
を
さ
れ
る
方
は
参
加
で
き
ま

す
）

◎
申
込
期
限

　６
月
24
日
（
金
）
必
着

◎
申
込
方
法

　ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
、
ま
た
は

謄
本
（
婚
姻
届
の
年
月
日
・
生
年

月
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
）
と
、

便
箋
に
ご
夫
婦
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
、
職
業
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
結
婚
記

念
日
を
明
記
の
う
え
左
記
ま
で
郵

送
、
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
･
お
問
い
合
わ
せ
先

　〒
７
８
０

－

８
６
６
６

　住
所
不
要

　㈱
高
知
新
聞
企
業
事
業
企
画
部

　
　
　
　
　
　「
金
婚
式
」
係

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－
８
２
５

－

４
３
２
８

【種目・日時・会場・チーム編成・競技内容等】

○主　　催 越知町教育委員会　

○主　　管 おちスポーツクラブ

○参加資格 （１）越知町在住の方（出身者も可）

 （２）町内に勤務している方

 （３）上記（１）と（２）の条件を満たす方の家族（高校生以上）

 （４）おちスポーツクラブ会員の方

○試合方法 参加チーム数によって主催者側で決定します。

○申 込 先 所定の申込用紙に必要事項をお書きの上、各種目とも3日前までに、

 越知町民会館まで申し込んでください。

 TEL ２６－３４００　　　　　　FAX ２０－１０５１

 （申込用紙は、町民会館・町民総合運動場・役場窓口にあります。）

○用　　具 主催者側で準備しますが数に限りがあります。スティック、ラケット等は持参してください。

○そ の 他 （１）競技中の事故等については、責任を負えませんので十分注意してください。

 （２）当日、都合により棄権されるチームの代表者の方は、事務局まで連絡をお願いします。

 （３）学生が参加される場合は、保護者の承諾が必要です。

練習日（体育館無料開放）のお知らせ
下記の日程で練習日を計画しました。町民会館で受け付けを済ませてから、ご利用ください。

※大会写真は町広報紙・おちスポーツクラブのホームページに掲載させていただく場合があります。

平成23年度　第４０回越知町民スポーツ祭
参 加 チ ー ム 募 集

種         目 日        時 会　　場 チーム編成・競技内容

ペ　タ　ン　ク

６月７日（火）

６月14日（火）

ＰＭ８：00～10：00

ＰＭ８：00～10：00

総合運動場体育館全面

総合運動場体育館全面

スカッシュバレーボール

６人制バレーボール

バ ド ミ ン ト ン

ソフトバレーボール

ゲ ー ト ボ ー ル

１チーム2人で、男女、年齢は問わない。６月14日（火）
午前９：00 ～

６月29日（水）
午後７：00 ～

６月28日（火）
午後７：00 ～

６月23日（木）
午後７：00 ～

６月20日（月）
午前９：00 ～

６月17日（金）
午後７：00 ～

越知中学校
体育館下広場

総合運動場
体育館

総合運動場
体育館

総合運動場
体育館

屋内多目的
運動広場

総合運動場
体育館

１チーム３人とする。
男性は１人までとする。
（ただし、1部は、この限りではない）

１チーム4人とする。
男性は2人までとする。
（ただし、50歳以上の方はこの限りではない）

６人制ルールで行い、男性は４人までとする。
（ただし、40歳以上の方は、この限りではない）

混合ダブルスとする。
（女子ダブルスも可）

1チーム5人以上７人以下とする。
男女・年齢は問わない。

期　　　　日 時　　　　間 場　　　　所

鯉
の
ぼ
り
提
供

の
お
願
い

仁
淀
川 

親
子
ふ
れ
あ
い

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
！

特
定
優
良
賃
貸
住
宅

ハ
イ
ツ
・
ラ
ピ
ュ
タ

入
居
者
募
集

　
今
年
も
４
月
27
日
に
、
桐
見
ダ

ム
湖
に
越
知
事
務
所
職
員
に
よ
っ

て
、
鯉
の
ぼ
り
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
川
渡
し
の
鯉
の
ぼ
り
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
の
ご
厚

意
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
長
年
の
使
用
で
傷
み
も
激
し

く
年
々
数
が
減
っ
て
き
て
お
り
、

来
年
か
ら
は
中
止
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

「
鯉
の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
提
供
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
越
知
事
務
所

　
施
設
管
理
班

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
6
1

　
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
お
よ
び

仁
淀
川
漁
協
で
は
、親
子
連
れ
を
対

象
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
し

た
。皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時

７
月
３
日（
日
）午
前
７
時
〜

※
小
雨
決
行

た
だ
し
、悪
天
候
の
場
合
は
７
月

10
日（
日
）に
延
期

■
集
合
場
所

仁
淀
川
漁
協（
い
の
町
）

■
参
加
対
象

親
子
連
れ（
小
学
生
）

※
先
着
１２０
人

■
参
加
費

保
護
者
の
み
５００
円
　

■
昼
食

弁
当
は
各
人
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。鮎
の
塩
焼
き（
漁
協
提
供
）

■
コ
ー
ス
予
定

①
仁
淀
川
の
見
学

②
親
子
ア
ユ
放
流
体
験

③
ア
メ
ゴ
釣
り
堀
体
験

④
ア
メ
ゴつ
か
み
取
り

⑤
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
見
学

◆
お
申
し
込
み
先

仁
淀
川
漁
協

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8

－

8
9
3

－

2
3
0
0

越
知
町
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
6
4

　
次
の
公
営
住
宅
の
入
居
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
入
居
の
資
格
や
賃
貸
の
条
件
に
つ

い
て
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆お問い合わせ・お申し込み先
　①高知県住宅供給公社　管理課　ＴＥＬ０８８－８８２－１３１３
　②越知町総務課　　　　　　　　ＴＥＬ２６－１１１１

住宅の所在 募集戸数 構　造・規模等 受付期間

越知町５区
（町民会館隣）

１戸
鉄筋コンクリート造３階建
3DK（6和、8洋、6和、15DK）

６月８日～14日

◀募集・案内▶
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越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

幼
稚
園
で

一
緒
に
遊
ぼ
う
！

『
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
』

今
月
の
母
子

保
健
事
業

平成２３年度ＪＩＣＡボランティア春の募集開始について

　
６
月
の「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」は
、

佐
川
警
察
署
の
地
域
安
全
協
会
に

協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
、「
誘
拐

防
止
教
室
」も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、誘
い
合
っ
て
、ぜ
ひ
、遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
6
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
８
日（
水
）

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み

よ
う
！

◎
17
日（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
22
日（
水
）

誘
拐
防
止
教
室（
10
時
〜
）

※
地
域
安
全
協
会
か
ら
の
お
話

や
映
画
が
あ
る
よ
。

◎
29
日（
水
）

プ
ー
ル
遊
び
を
し
よ
う
！

※
水
着
（
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ

る
ズ
ボ
ン
等
）
、
タ
オ
ル
な

ど
を
持
っ
て
き
て
ね
。

【
時
間
】午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原 

・ 

北
村

　
T
E
L
2
6

－

2
1
4
1

　ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）では、青年海外協力隊（満20歳から満39歳の日本国籍を持つ
方）、シニア海外ボランティア（満40歳から満69歳の日本国籍を持つ方）の春の募集を５月２日（月）
から６月13日（月）まで応募の受け付けを行っています。
　詳しくは、ＪＩＣＡボランティア募集窓口０３－３４０６－９９００までご連絡していただくか、ま
たは、http://www.jica.go.jp/volunteer/（ＪＩＣＡボランティア）でご確認をしてください。

早
明
浦
ダ
ム

（
本
山
町
）
コ
ー
ス

【
日
時
】

６
月
18
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
集
合

午
前
８
時
40
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
出
発

午
後
５
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
片
岡
―
吾
北
思
地
―
早
明

浦
ダ
ム
―
大
豊
―
高
知
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
利
用
で
実
施
す
る

・
参
加
料
２
，
７
０
０
円

（
弁
当
代
を
含
む
）

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
集
合
時
間
厳
守

・
申
込
期
限
は
６
月
10
日
（
金
）

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野
（
３
区
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

0
4
5
8

歩
こ
う
会

　
暑
く
な
っ
て
、
園
庭
で
ど
ろ
ん

こ
遊
び
や
水
遊
び
を
、
思
い
切
り

楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
で

す
。

　
今
月
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
作

り
ま
す
。

　
園
庭
開
放
の
お
友
達
も
一
緒
に

カ
レ
ー
を
食
べ
ま
せ
ん
か
？

　
園
庭
開
放
に
来
る
お
友
達
も
、

お
家
の
人
も
ご
は
ん
と
ス
プ
ー
ン

を
持
っ
て
来
て
ね
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
６
月
24
日（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

　
越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
0
7

　
６
月
の
母
子
保
健
事
業
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

　
乳
幼
児
の
親
子
の
方
を
対
象
に

行
い
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
６
月
28
日（
火
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

★
育
児
相
談（
身
長・体
重
測
定・発

達
相
談
な
ど
）

★
七
夕
か
ざ
り
を
作
ろ
う

【
講
師
】

　
在
宅
保
育
士
　
千
頭
眞
己
先
生

【
持
参
す
る
も
の
】

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設

け
て
お
り
ま
す
が
、
お
子
さ
ん

の
お
茶
、
お
や
つ
は
各
自
が
持

参
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、
６
月
24
日

（
金
）ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
先

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

3
2
1
1

◀募集・案内▶

　越
知
町
小
日
浦
地
区
と
い
え
ば
、

か
つ
て
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
と
し
て
栄

え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

集
落
南
部
の
チ
ャ
ー
ト
か
ら
成

る
険
し
い
岩
場
の
一
角
の
岩
陰
に

「
聖
ひ
じ
り

神
社
」
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ

る
。
そ
の
姿
、
立
地
条
件
は
さ
な

が
ら
鳥
取
県
三
徳
山
三
佛
寺
奥
の

院
「
投な
げ

入い
れ

堂ど
う

」〔
平
安
時
代
後
期
：

国
宝
〕
を
思
わ
せ
、
県
内
で
も
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
大
変
珍
し
い
神

社
で
あ
る
。
そ
の
造
り
・
意
匠
は
、

「
投
入
堂
」
に
は
と
て
も
及
ば
な
い

が
、
性
格
と
し
て
は
共
通
す
る
も

の
が
あ
り
、
修
験
道
関
係
の
神
社

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。
神
社
の
歴
史
は
、
社
殿
に
内

蔵
さ
れ
て
い
る
石
造
の
「
不
動
明

王
」
に
刻
ま
れ
た
年
号
か
ら
、
少

な
く
と
も
明
治
11
（1878

）
年
以

前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

が
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
こ
と

は
記
録
・
伝
承
が
な
い
た
め
不
明

で
あ
る
（『
不
思
議
の
森
か
ら
』 

Vol. 

24
）。
一
時
傷
み
が
激
し
く
、
そ
の

ま
ま
放
置
し
て
い
れ
ば
恐
ら
く
復

元
不
可
能
で
あ
っ
た
の
を
、
地
元

出
身
の
大
工
・
岡
村
豊
延
氏
に
よ

る
献
身
的
な
修
理
に
よ
っ
て
、
か

ろ
う
じ
て
ほ
ぼ
当
時
の
姿
を
留
め
、

歴
史
を
刻
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
神
社
は
現
在
推
進
し
て
い

る
『
仁
淀
川
・
四
国
カ
ル
ス
ト
ジ

オ
パ
ー
ク
』
の
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一

つ
と
し
て
十
分
値
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

　一
方
、「
聖
神
社
」
南
方
の
山
の

北
斜
面
を
、
か
つ
て
（
数
十
年
前
）

小
日
浦
か
ら
佐
之
国
に
至
る
旧
村

道
が
通
じ
て
い
る
。
当
時

荷
物
を
背
負
わ
せ
た

馬
も
通
行
し
た

と
い
わ
れ
、

道
幅
も
広

く
勾
配
も

さ
ほ
ど
き

つ
く
な
く

歩
き
や
す

い
道
で
あ

る
。
道
中

は
照
葉
樹
林

で
春
は
新
緑
が

美
し
く
、
樹
木
の
隙

間
か
ら
「
聖
神
社
」
の
立
つ

岸
壁
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

牧
野
富
太
郎
博
士
の
発
見
・
命
名

に
よ
る
ト
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
や

カ
イ
ナ
ン
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
（
ベ

ニ
ド
ウ
ダ
ン
も
含
ま
れ
る
？
）
な

ど
の
花
も
多
く
、
心
を
癒
や
し
て

く
れ
る
。
話
に
よ
る
と
、
秋
の
紅

葉
も
ま
た
格
別
で
あ
る
と
い
う
。

途
中
に
は
、
か
つ
て
栄
え
た
「
小

日
浦
鉱
山
」
最
大
の
マ
ン
ガ
ン
鉱

山
跡
が
あ
り
、
い
く
つ
も
の
坑
道

の
他
、
選
鉱
場
や
東
部
事
務
所
の

跡
も
あ
り
、
当
時
の
華
や
か
だ
っ

た
頃
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

特
に
、
選
鉱
場
跡
に
は
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

（
空
気
圧
縮
機
）
な
ど
が
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
て
、
鉱
山
の
歴

史
の
証あ
か
し

と
な

る
貴
重
な
遺

跡
で
あ
る
。

　事
務
所

跡
か
ら
少

し
行
っ
た

所
の
植
林

と
雑
木
林
の

境
に
小
さ
な
谷

が
あ
る
が
、
そ
こ

の
小
さ
な
水
溜
り
に

小
型
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
体

長
約
６
㌢
：
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
？
）
が
わ
ず
か
に
生
息
し
て

い
る
﹇
写
真
﹈。
話
に
よ
る
と
、
こ

の
上
下
流
に
は
水
が
な
く
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
は
こ
こ
だ
け
に
し
か
い

な
く
、
し
か
も
随
分
古
く
か
ら
い

る
と
い
う
。
四
国
の
小
型
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
は
石
鎚
山
や
県
内
で
は

高
知
市
の
工
石
山
（
ハ
コ
ネ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
）
な
ど
に
い
る
が
、

確
認
例
が
極
め
て
少
な
く
ど
こ
に

で
も
見
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
も

な
く
、
大
変
珍
し
い
生
き
物
で
あ

り
、〝
清
流
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
〞
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　小
日
浦
地
区
に
は
、「
聖
神
社
」

の
あ
る
岩
場
を
形
成
し
て
い
る
岩

石
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
チ
ャ
ー

ト
が
多
く
、
所
々
に
岩
場
を
形
成

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
場
所
に

は
往
々
に
し
て
ト
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
が
自
生
し
て
お
り
、
場
所
に

よ
っ
て
は
小
ダ
ヲ
北
斜
面
の
よ
う

に
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
や
ヒ
カ
ゲ
ツ

ツ
ジ
の
小
群
生
地
と
な
っ
て
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
ア

ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
は
、
県
内
で
は

１
０
０
０
ｍ
級
の
山
の
稜
線
沿
い

に
点
々
と
あ
る
が
、
群
生
地
と
し

て
は
、
篠さ
さ

山や
ま
（
宿
毛
市
と
愛
媛
県

と
の
県
境
：
１
０
６
４
ｍ
）
と
稲い
な

叢む
ら

山や
ま
（
土
佐
町
と
旧
本
川
村
と
の

境
界
：
１
０
５
６
ｍ
）
で
、
瓶か
め

ケが

森も
り

林
道
（
旧
本
川
村
と
愛
媛
県
の

県
境
）、
工く

石い
し

山や
ま
（
高
知
市
）
な
ど

で
は
点
在
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ

こ
そ
こ
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る

場
所
、
中
で
も
こ
こ
の
よ
う
に

１
０
０
０
ｍ
に
満
た
な
い
所
の
自

生
地
は
極
め
て
珍
し
く
大
変
貴
重

な
存
在
の
よ
う
で
あ
る
。

　大
タ
ヲ
山
展
望
台
付
近
で
は
、

ト
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
オ
ン
ツ

ツ
ジ
・
コ
メ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
ツ
ツ

ジ
の
他
、
古
い
ア
セ
ビ
な
ど
も
見

ら
れ
、
展
望
台
か
ら
は
眼
下
に
旧

葉
山
村
・
須
崎
、
さ
ら
に
は
遥
か

遠
く
に
太
平
洋
を
も
望
め
る
眺
望

の
利
く
場
所
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
小

日
浦
地
区
は
「
聖
神
社
」
を
中
心

と
し
、
実
に
い
ろ
ん
な
珍
し
い
見

所
を
含
ん
だ
大
変
魅
力
あ
る
所
で

あ
る
と
い
え
る
。

〈
協
力
〉

執
筆
に
当
た
り
、
地
元
小
日
浦
出
身
の

岡
村
忠
男
氏
に
は
現
地
の
案
内
と
い
ろ

い
ろ
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　安
井 

敏
夫

博
物
館
だ
よ
り

「
聖
神
社
」
と
ツ
ツ
ジ
の
名
所
・
小
日
浦

企画展のご案内

①濱﨑一途・松本卓弥二人展
　―即興詩と切り絵の世界―
　６月 19 日（日）までです。
②高知県写真家協会展
　６月 25 日（土）～７月３日（日）
※期間が短いのでお見逃しのないように！



｜広報おち｜6月号｜14｜｜15｜広報おち｜6月号｜

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

幼
稚
園
で

一
緒
に
遊
ぼ
う
！

『
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
』

今
月
の
母
子

保
健
事
業

平成２３年度ＪＩＣＡボランティア春の募集開始について

　
６
月
の「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」は
、

佐
川
警
察
署
の
地
域
安
全
協
会
に

協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
、「
誘
拐

防
止
教
室
」も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、誘
い
合
っ
て
、ぜ
ひ
、遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
6
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
８
日（
水
）

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み

よ
う
！

◎
17
日（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
22
日（
水
）

誘
拐
防
止
教
室（
10
時
〜
）

※
地
域
安
全
協
会
か
ら
の
お
話

や
映
画
が
あ
る
よ
。

◎
29
日（
水
）

プ
ー
ル
遊
び
を
し
よ
う
！

※
水
着
（
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ

る
ズ
ボ
ン
等
）
、
タ
オ
ル
な

ど
を
持
っ
て
き
て
ね
。

【
時
間
】午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原 

・ 

北
村

　
T
E
L
2
6

－

2
1
4
1

　ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）では、青年海外協力隊（満20歳から満39歳の日本国籍を持つ
方）、シニア海外ボランティア（満40歳から満69歳の日本国籍を持つ方）の春の募集を５月２日（月）
から６月13日（月）まで応募の受け付けを行っています。
　詳しくは、ＪＩＣＡボランティア募集窓口０３－３４０６－９９００までご連絡していただくか、ま
たは、http://www.jica.go.jp/volunteer/（ＪＩＣＡボランティア）でご確認をしてください。

早
明
浦
ダ
ム

（
本
山
町
）
コ
ー
ス

【
日
時
】

６
月
18
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
集
合

午
前
８
時
40
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
出
発

午
後
５
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
片
岡
―
吾
北
思
地
―
早
明

浦
ダ
ム
―
大
豊
―
高
知
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
利
用
で
実
施
す
る

・
参
加
料
２
，
７
０
０
円

（
弁
当
代
を
含
む
）

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
集
合
時
間
厳
守

・
申
込
期
限
は
６
月
10
日
（
金
）

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野
（
３
区
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

0
4
5
8

歩
こ
う
会

　
暑
く
な
っ
て
、
園
庭
で
ど
ろ
ん

こ
遊
び
や
水
遊
び
を
、
思
い
切
り

楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
で

す
。

　
今
月
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
作

り
ま
す
。

　
園
庭
開
放
の
お
友
達
も
一
緒
に

カ
レ
ー
を
食
べ
ま
せ
ん
か
？

　
園
庭
開
放
に
来
る
お
友
達
も
、

お
家
の
人
も
ご
は
ん
と
ス
プ
ー
ン

を
持
っ
て
来
て
ね
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
６
月
24
日（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

　
越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
0
7

　
６
月
の
母
子
保
健
事
業
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

　
乳
幼
児
の
親
子
の
方
を
対
象
に

行
い
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
６
月
28
日（
火
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

★
育
児
相
談（
身
長・体
重
測
定・発

達
相
談
な
ど
）

★
七
夕
か
ざ
り
を
作
ろ
う

【
講
師
】

　
在
宅
保
育
士
　
千
頭
眞
己
先
生

【
持
参
す
る
も
の
】

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設

け
て
お
り
ま
す
が
、
お
子
さ
ん

の
お
茶
、
お
や
つ
は
各
自
が
持

参
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、
６
月
24
日

（
金
）ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
先

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

3
2
1
1

◀募集・案内▶

　越
知
町
小
日
浦
地
区
と
い
え
ば
、

か
つ
て
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
と
し
て
栄

え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

集
落
南
部
の
チ
ャ
ー
ト
か
ら
成

る
険
し
い
岩
場
の
一
角
の
岩
陰
に

「
聖
ひ
じ
り

神
社
」
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ

る
。
そ
の
姿
、
立
地
条
件
は
さ
な

が
ら
鳥
取
県
三
徳
山
三
佛
寺
奥
の

院
「
投な
げ

入い
れ

堂ど
う

」〔
平
安
時
代
後
期
：

国
宝
〕
を
思
わ
せ
、
県
内
で
も
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
大
変
珍
し
い
神

社
で
あ
る
。
そ
の
造
り
・
意
匠
は
、

「
投
入
堂
」
に
は
と
て
も
及
ば
な
い

が
、
性
格
と
し
て
は
共
通
す
る
も

の
が
あ
り
、
修
験
道
関
係
の
神
社

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。
神
社
の
歴
史
は
、
社
殿
に
内

蔵
さ
れ
て
い
る
石
造
の
「
不
動
明

王
」
に
刻
ま
れ
た
年
号
か
ら
、
少

な
く
と
も
明
治
11
（1878

）
年
以

前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

が
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
こ
と

は
記
録
・
伝
承
が
な
い
た
め
不
明

で
あ
る
（『
不
思
議
の
森
か
ら
』 

Vol. 

24
）。
一
時
傷
み
が
激
し
く
、
そ
の

ま
ま
放
置
し
て
い
れ
ば
恐
ら
く
復

元
不
可
能
で
あ
っ
た
の
を
、
地
元

出
身
の
大
工
・
岡
村
豊
延
氏
に
よ

る
献
身
的
な
修
理
に
よ
っ
て
、
か

ろ
う
じ
て
ほ
ぼ
当
時
の
姿
を
留
め
、

歴
史
を
刻
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
神
社
は
現
在
推
進
し
て
い

る
『
仁
淀
川
・
四
国
カ
ル
ス
ト
ジ

オ
パ
ー
ク
』
の
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一

つ
と
し
て
十
分
値
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

　一
方
、「
聖
神
社
」
南
方
の
山
の

北
斜
面
を
、
か
つ
て
（
数
十
年
前
）

小
日
浦
か
ら
佐
之
国
に
至
る
旧
村

道
が
通
じ
て
い
る
。
当
時

荷
物
を
背
負
わ
せ
た

馬
も
通
行
し
た

と
い
わ
れ
、

道
幅
も
広

く
勾
配
も

さ
ほ
ど
き

つ
く
な
く

歩
き
や
す

い
道
で
あ

る
。
道
中

は
照
葉
樹
林

で
春
は
新
緑
が

美
し
く
、
樹
木
の
隙

間
か
ら
「
聖
神
社
」
の
立
つ

岸
壁
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

牧
野
富
太
郎
博
士
の
発
見
・
命
名

に
よ
る
ト
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
や

カ
イ
ナ
ン
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
（
ベ

ニ
ド
ウ
ダ
ン
も
含
ま
れ
る
？
）
な

ど
の
花
も
多
く
、
心
を
癒
や
し
て

く
れ
る
。
話
に
よ
る
と
、
秋
の
紅

葉
も
ま
た
格
別
で
あ
る
と
い
う
。

途
中
に
は
、
か
つ
て
栄
え
た
「
小

日
浦
鉱
山
」
最
大
の
マ
ン
ガ
ン
鉱

山
跡
が
あ
り
、
い
く
つ
も
の
坑
道

の
他
、
選
鉱
場
や
東
部
事
務
所
の

跡
も
あ
り
、
当
時
の
華
や
か
だ
っ

た
頃
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

特
に
、
選
鉱
場
跡
に
は
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

（
空
気
圧
縮
機
）
な
ど
が
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
て
、
鉱
山
の
歴

史
の
証あ
か
し

と
な

る
貴
重
な
遺

跡
で
あ
る
。

　事
務
所

跡
か
ら
少

し
行
っ
た

所
の
植
林

と
雑
木
林
の

境
に
小
さ
な
谷

が
あ
る
が
、
そ
こ

の
小
さ
な
水
溜
り
に

小
型
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
体

長
約
６
㌢
：
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
？
）
が
わ
ず
か
に
生
息
し
て

い
る
﹇
写
真
﹈。
話
に
よ
る
と
、
こ

の
上
下
流
に
は
水
が
な
く
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
は
こ
こ
だ
け
に
し
か
い

な
く
、
し
か
も
随
分
古
く
か
ら
い

る
と
い
う
。
四
国
の
小
型
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
は
石
鎚
山
や
県
内
で
は

高
知
市
の
工
石
山
（
ハ
コ
ネ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
）
な
ど
に
い
る
が
、

確
認
例
が
極
め
て
少
な
く
ど
こ
に

で
も
見
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
も

な
く
、
大
変
珍
し
い
生
き
物
で
あ

り
、〝
清
流
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
〞
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　小
日
浦
地
区
に
は
、「
聖
神
社
」

の
あ
る
岩
場
を
形
成
し
て
い
る
岩

石
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
チ
ャ
ー

ト
が
多
く
、
所
々
に
岩
場
を
形
成

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
場
所
に

は
往
々
に
し
て
ト
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
が
自
生
し
て
お
り
、
場
所
に

よ
っ
て
は
小
ダ
ヲ
北
斜
面
の
よ
う

に
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
や
ヒ
カ
ゲ
ツ

ツ
ジ
の
小
群
生
地
と
な
っ
て
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
ア

ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
は
、
県
内
で
は

１
０
０
０
ｍ
級
の
山
の
稜
線
沿
い

に
点
々
と
あ
る
が
、
群
生
地
と
し

て
は
、
篠さ
さ

山や
ま
（
宿
毛
市
と
愛
媛
県

と
の
県
境
：
１
０
６
４
ｍ
）
と
稲い
な

叢む
ら

山や
ま
（
土
佐
町
と
旧
本
川
村
と
の

境
界
：
１
０
５
６
ｍ
）
で
、
瓶か
め

ケが

森も
り

林
道
（
旧
本
川
村
と
愛
媛
県
の

県
境
）、
工く

石い
し

山や
ま
（
高
知
市
）
な
ど

で
は
点
在
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ

こ
そ
こ
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る

場
所
、
中
で
も
こ
こ
の
よ
う
に

１
０
０
０
ｍ
に
満
た
な
い
所
の
自

生
地
は
極
め
て
珍
し
く
大
変
貴
重

な
存
在
の
よ
う
で
あ
る
。

　大
タ
ヲ
山
展
望
台
付
近
で
は
、

ト
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
オ
ン
ツ

ツ
ジ
・
コ
メ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
ツ
ツ

ジ
の
他
、
古
い
ア
セ
ビ
な
ど
も
見

ら
れ
、
展
望
台
か
ら
は
眼
下
に
旧

葉
山
村
・
須
崎
、
さ
ら
に
は
遥
か

遠
く
に
太
平
洋
を
も
望
め
る
眺
望

の
利
く
場
所
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
小

日
浦
地
区
は
「
聖
神
社
」
を
中
心

と
し
、
実
に
い
ろ
ん
な
珍
し
い
見

所
を
含
ん
だ
大
変
魅
力
あ
る
所
で

あ
る
と
い
え
る
。

〈
協
力
〉

執
筆
に
当
た
り
、
地
元
小
日
浦
出
身
の

岡
村
忠
男
氏
に
は
現
地
の
案
内
と
い
ろ

い
ろ
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　安
井 

敏
夫

博
物
館
だ
よ
り

「
聖
神
社
」
と
ツ
ツ
ジ
の
名
所
・
小
日
浦

企画展のご案内

①濱﨑一途・松本卓弥二人展
　―即興詩と切り絵の世界―
　６月 19 日（日）までです。
②高知県写真家協会展
　６月 25 日（土）～７月３日（日）
※期間が短いのでお見逃しのないように！
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　5月9日㈪から13日㈮まで職場体験学習のため、越知中学校3年生男女
3人が、越知小学校にやって来ました。勤務は、朝8時ごろから夕方4時半
ごろまでです。実際に教室での授業に入って先生の手伝いをしたり、小学
生といっしょに活動したりしました。また、掃除や休み時間や給食も、小学生
といっしょに行動しお世話をしてくれるので、小学生は大喜びでした。また、
ある日は、図書館支援員さんの指示で、図書の本の整理を手伝いました。
将来、先生に「できたらなりたい」と言うだけあって、一週間を通してまじめ
に、熱心に取り組んでくれました。
　中学生に「感想は？」と聞くと、「小学生に戻った感じで、いっしょに遊べ
て楽しかった」「先生という仕事を実際にやってみて、大変だったけど充実
した毎日でした。これからにつながりそうです」ということでした。
　最終日は、全校集会が体育館であり、小学生にお別れのあいさつをして
くれました。小学生からは「体育の時、ソフトボール投げがよく飛んだのでび
っくりしました」「いっしょに給食を食べてくれたので、うれしかったです」
「休み時間にいっしょに遊んでくれてありがとう」という感想やお礼の言葉
が述べられました。

体育館で5年生体育授業のお手伝い

図書室で本の整理

拡大カラー画像は
ブログでご覧ください

ブログURL http://ochi-jhs.sakura.ne.jp/ochi-xoops/

職 場 体 験 学 習

高知県中学校　柔道　春季大会の結果
　4月24日（日）に開催された大会で、女子個人48kg級に出場した伊藤光
里さん（3年）が優勝しました。伊藤さんは、昨年の県中学校選手権大会の
44kg級でも優勝しています。今回は階級を上げての挑戦でしたが、見事
優勝しました。

女子団体　　　　　　　　　 　　　第3位
鈴木　勢那（3年）　男子　50kg級　第3位　
山中　千種（1年）　女子　44kg級　第3位　
藤原　千波（1年）  　〃　  48kg級　第3位

越知中の柔ちゃん、県制覇

　4月17日（日）に開催さ
れました、高吾地区大会
で優勝しました。生徒、
保護者、指導者の皆さ
ん、おめでとうございまし
た。県の大会を目指して
頑張ってください。

バレー部 高吾大会で優勝
　新入生歓迎会を4月15日（金）に実施
しました。新入生に早く中学校に慣れて
もらうため、生徒会の主催で行いました。
学級紹介・部活動紹介・全校のゲームな
ど先輩が率先してリードし、和やかな雰
囲気の歓迎会となりました。
　ブログでは、部活動の紹介から吹奏
楽部と柔道部の様子を動画で紹介して
います。動画ですから、吹奏楽部の演
奏も聞くことができます。

吹奏楽部の演奏、いかがでしょうか

越 知 小 学 校

越 知 中 学 校

優勝の表彰状は
ブログでもご覧に
なれます

ども
ごろ
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

4
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

3

10

13

21

6,472

3,022

3,450

3,005

（△15）

（△  6）

（△  9）

（　  2）

【
開
館
日
時
】

火
〜
金

午
前
11
時
〜
午
後
6
時

土
・
日
・
祝
日

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

（
休
館
日 

月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
県
庁
お
も
て
な
し
課
」

有
川
　
浩 

著

　
と
あ
る
県
庁
に
生
ま
れ
た
新
部

署
「
お
も
て
な
し
課
」。
若
手
職
員
・

掛
水
は
、
地
方
振
興
企
画
の
手
始

め
に
、
人
気
作
家
に
観
光
特
使
を

依
頼
す
る
が
、
し
か
し
…
…
!?
　

　
お
役
所
仕
事
と
民
間
感
覚
の

狭
間
で
揺
れ
る
掛
水
の
奮
闘
が
始

ま
っ
た
! ?

「
ば
ん
ば
憑
き
」宮部 

み
ゆ
き 

著

　
湯
治
旅
を
終
え
た
若
夫
婦
が
、

帰
途
、
雨
で
足
止
め
と
な
り
老
女
と

の
相
部
屋
を
引
き
受
け
た
。
老
女

が
語
り
出
す
50
年
前
の
忌
ま
わ
し
い

出
来
事
と
は
。「〈
ば
ん
ば
〉
と
は
恨

み
の
念
を
抱
い
た
亡
者
の
こ
と・・・
」。

ぞ
く
り
と
怖
く
、
心
騒
が
す
全
6

話
。

「
麒
麟
の
翼
」

東
野 

圭
吾 
著

　
寒
い
夜
、日
本
橋
の
欄
干
に
も
た

れ
か
か
る
男
に
声
を
か
け
た
巡
査

が
見
た
の
は
、胸
に
刺
さ
っ
た
ナ
イ

フ
だ
っ
た
。大
都
会
の
真
ん
中
で
発

生
し
た
事
件
の
真
相
に
、加
賀
恭
一

郎
が
挑
む
。

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（5月1日現在）

子
ど
も
の
本

「
お
ば
け
や
し
き
へ

よ
う
こ
そ
！
」

キッ
キ
ス
ト
リ
ー
ド 

作

　
も
り
の
お
く
ふ
か
く
そ
び
え
た

つ
、
ぶ
き
み
な
お
ば
け
や
し
き
に
小

さ
な
に
ん
げ
ん
の
お
き
ゃ
く
さ
ま
が

や
って
き
た
。
めっ
た
に
な
い
こ
の
チ

ャ
ン
ス
、「
し
ぬ
ほ
ど
こ
わ
が
ら
せ
て

や
る
ぞ
!
」
と
や
し
き
の
お
ば
け

た
ち
は
大
は
り
き
り
。
さ
て
さ
て
、

ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

「
あ
や
と
り 

い
と
と
り
」

さ
い
と
う 

た
ま 

作

　一 

本
の
ひ
も
を
結
ん
で
作
ら
れ
た
ひ

と
つの
輪
が
、
指
を
動
か
す
た
び
に
限

り
な
く
変
化
し
ま
す
。
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

「
風
が
吹
く
と
き
」

レ
イ
モン
ド
・
ブ
リッグ
ズ 

作

　
の
ど
か
な
老
夫
婦
の
日
常
を
一

瞬
に
し
て
引
き
裂
い
た
原
子
爆
弾
。

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
リ
ア
ル
に

伝
え
る
世
界
的
ベス
ト
セ
ラ
ー
、
新

訳
で
待
望
の
復
刊
。

新
着
図
書

（ 

一 

般
）

◇
い
ね
む
り
先
生

伊
集
院 

静 

著

◇
東
京
島

 

桐
野 

夏
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著

（
こ
ど
も
）

◇
ま
る
ま
る
ま
る
の
ほ
ん

谷
川 

俊
太
郎 

作

◇
わ
た
し
のい
も
う
と松

谷 

み
よ
こ 

作

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
│
3
4
0
0

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

住

　所

氏
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男
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頭
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大
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成

薬
師
堂

深
瀬

越
知
短
歌
同
好
会

五
月
会 つ

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
て
何
に
し
よ
母
の
日
ほ
ど
に
定
番
の
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　岡
本
佐
江
子

車
窓
よ
り
満
開
の
桜
眺
め
つ
つ
花
見
の
心
地
に
ゆ
ら
れ
ゆ
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　玉
井
喜
代
子

久
々
に
同
窓
会
の
便
り
来
て
紅
買
い
に
行
く
七
十
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　矢
野

　鶴
子

文
徳
の
山
を
覆
え
る
椎
の
花
い
ざ
夏
な
り
と
片
肌
を
ぬ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
良

　
　武

よ
う
や
く
に
座
席
の
高
さ
な
じ
み
た
り
操
作
も
慣
れ
て
わ
が
足
ム
ー
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　益

　
　法
子

短
銃
の
管
理
き
び
し
く
せ
よ
の
記
事
父
の
ピ
ス
ト
ル
い
づ
く
に
あ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　井
上
善
三
郎

車
庫
わ
き
に
妻
の
植
え
た
る
水
仙
が
一
斉
に
言
う
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」

　
　
　
　
　
　
　
　宮
橋

　敏
機

鑑
賞
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自
動
車
の
光
芒
を
浴
び
一
斉
に
声
あ
る
ご
と
し
坂
の
凹
凸

　
　
　
　
　
　
　
　島
田

　修
二

鐘
鳴
ら
し
塵
芥
車
行
く
う
し
ろ
よ
り
心
決
ま
ら
ぬ
わ
が
歩
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　山
崎

　一
郎

◎
初
心
者
大
歓
迎

越
知
短
歌
会
は
今
年
１
月
か
ら「
短
歌
同
好
会
」と
し
て
再
出
発
し
ま
し

た
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
橋
　
敏
機
　
野
老
山
1
0
8
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Ｅ
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2
6
│
3
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本
佐
江
子

車
窓
よ
り
満
開
の
桜
眺
め
つ
つ
花
見
の
心
地
に
ゆ
ら
れ
ゆ
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　玉
井
喜
代
子

久
々
に
同
窓
会
の
便
り
来
て
紅
買
い
に
行
く
七
十
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　矢
野

　鶴
子

文
徳
の
山
を
覆
え
る
椎
の
花
い
ざ
夏
な
り
と
片
肌
を
ぬ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
良

　
　武

よ
う
や
く
に
座
席
の
高
さ
な
じ
み
た
り
操
作
も
慣
れ
て
わ
が
足
ム
ー
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　益

　
　法
子

短
銃
の
管
理
き
び
し
く
せ
よ
の
記
事
父
の
ピ
ス
ト
ル
い
づ
く
に
あ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　井
上
善
三
郎

車
庫
わ
き
に
妻
の
植
え
た
る
水
仙
が
一
斉
に
言
う
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」

　
　
　
　
　
　
　
　宮
橋

　敏
機

鑑
賞
歌

自
動
車
の
光
芒
を
浴
び
一
斉
に
声
あ
る
ご
と
し
坂
の
凹
凸

　
　
　
　
　
　
　
　島
田

　修
二

鐘
鳴
ら
し
塵
芥
車
行
く
う
し
ろ
よ
り
心
決
ま
ら
ぬ
わ
が
歩
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　山
崎

　一
郎

◎
初
心
者
大
歓
迎

越
知
短
歌
会
は
今
年
１
月
か
ら「
短
歌
同
好
会
」と
し
て
再
出
発
し
ま
し

た
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
橋
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野
老
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第
７
回

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

　
標
高
４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
山
腹

に
あ
る
「
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街

道
」
は
、
総
延
長
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
な
り
、
約
２
万
株
の
色
鮮
や

か
な
花
が
咲
き
ま
す
。

　
お
客
様
用
の
駐
車
場
や
多
目
的

ト
イ
レ
も
完
備
し
ま
し
た
の
で
、

花
見
や
山
の
景
色
な
ど
を
ゆ
っ
く

り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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平成２３年度高知県消防大会　ー４月２７日ー

なごみの山里日ノ浦からのお知らせ

6月18日（土）・19日（日）に
「第7回日ノ浦あじさいまつり」
を開催します！

お 名 前

生年月日

性 別

両 親

住 所

メッセージ

吉村 陽和

平成22年6月1日

女

吉村 拓人・悠

越知町小舟

おたんじょう日おめでとう！
これからも元気にすくすく
大きくなってね（パパ・ママより）

よしむら 　ひより

今
年
も
待
ち
ゆ
う
ぜ
よ
！
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街
道

期
間
： 

６
月
18
日
（
土
）

　
　
　 

19
日
（
日
）

時
間
： 

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

会
場
： 

日
ノ
浦
公
民
館

　
私
た
ち
が
「
花
見
に
訪
れ
る

方
々
と
の
交
流
」
を
楽
し
み
に
始

め
た
「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
も
７ 

回
目
に
な
り
ま
す
。

　
18
日
は
、
双
子
か
ら
日
ノ
浦
ま

で
天
空
の
あ
じ
さ
い
街
道
１
・
２ 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て
散
策
す

る
「
あ
じ
さ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
を
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
午
前

11
時
ま
で
に
双
子
の
駐
車
場
へ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。
20
台
ま
で
駐

車
可
能
で
す
。

　
両
日
と
も
、
杵
つ
き
餅
の
実
演

販
売
を
は
じ
め
、
田
舎
寿
司
、
農

産
物
、
地
元
の
木
工
の
達
人
が
丹

精
こ
め
て
作
っ
た
珍
し
い
作
品
の

販
売
の
ほ
か
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
の
余
興
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
６
月
13
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間

は
、
公
民
館
に
案
内
人
が
常
駐
し

売
店
が
あ
り
ま
す
。
隣
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
は
特
設
テ
ン
ト
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
雨
天
や
団
体
で

の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。

ア
ク
セ
ス

　
県
道
18
号
鎌
井
田
大
橋
の
東
詰

め
か
ら
、
案
内
標
識
に
従
っ
て
お

進
み
く
だ
さ
い
。
大
型
バ
ス
は
通

行
で
き
ま
せ
ん
。
鎌
井
田
か
ら
は

道
幅
が
狭
い
で
す
の
で
、
「
譲
り

合
い
」
な
が
ら
お
越
し
く
だ
さ

い
。◆

お
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
じ
さ
い
会
長
武
智
五
郎

　
０
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９
７
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２

６
月
上
旬
〜
７
月
上
旬


